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（
承
前
）

神
仙
思
想
研
究
小
史

I

神
仙
思
想
は
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
き
た
か
I

三
、
神
仙
思
想
研
究
の
テ
ー
マ

こ
こ
で
は
前
回
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
神
仙
思
想
関
係
の
論
考
を

便
宜
上
、
①
神
仙
術
等
、
②
神
仙
文
学
・
仙
伝
等
、
③
図
像
資
料
等

に
大
別
し
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
項
目
（
注
1
)

に
わ
け
て
簡
単
に
紹

介
し
た
い
。
た
だ
し
時
代
は
ほ
ぼ
六
朝
期
ぐ
ら
い
ま
で
の
も
の
に

限
っ
て
い
る
。

①
神
仙
術
等

本
草

本
草
全
体
に
つ
い
て
は
中
尾
萬
三
「
本
草
の
思
潮
（
注
2
)
」
•
木
村
康

-
「
本
草
（
注
3
)
」
•
岡
西
為
人
『
本
草
概
説
（
注
4
)
』
・
荘
兆
祥
他
編
『
本

草
研
究
入
門
（
注
5
)
』
が
あ
る
。
山
田
慶
兒
「
本
草
の
起
源
（
注
6
)
」．

（二）

拙
論
「
本
草
と
方
士
の
関
係
に
つ
い
て
（
注
7
)
」
は
、
本
草
の
起
源

を
探
ろ
う
と
し
た
も
の
で
、
拙
論
は
本
草
と
い
う
言
葉
が
方
士
や

仙
薬
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
も
の
。
馬
継
興
主

編
『
神
農
本
草
経
輯
注
釈
（
注
8
)
』
は
注
釈
書
。
僻
維
康
『
中
薬
学

史
（
注
9
)
』
．
魏
子
孝
・
語
莉
芳
『
中
医
中
薬
史
（
注
10)
』
は
本
草
だ
け

で
な
く
煉
丹
に
も
ふ
れ
る
。
も
っ
と
も
初
期
の
本
草
書
で
あ
る
神

農
本
草
に
関
し
て
は
高
橋
慄
太
郎
「
『
神
膜
本
草
経
』
に
就
い
て

（
注l
l
)」
•
岡
西
為
人
「
『
神
農
本
草
経
に
就
い
て
』
を
読
む
（
注12

)」
。

拙
論
「
『
神
農
本
草
経
』
の
神
仙
観
（
注
13)
」
は
、
従
来
、
薬
学
の
立

場
で
し
か
考
察
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
書
に
つ
い
て
神
仙
思
想

の
立
場
か
ら
論
じ
た
も
の
。
本
草
書
の
編
纂
を
行
っ
た
陶
弘
景
に

つ
い
て
は
渡
邊
幸
三
「
陶
弘
景
の
本
草
に
対
す
る
文
献
学
的
考
察

（
注
1
4
)」
•
赤
堀
昭
「
陶
弘
景
と
『
集
注
本
草
』
（
注15

)」
．
摩
育
群
「
陶

弘
景
本
草
著
作
中
諸
問
題
的
考
察
（
注
16)
」
．
拙
稿
「
陶
弘
景
（
注
17)
」・

泰
谷
邦
夫
「
陶
弘
景
の
医
薬
学
と
道
教
（
注
18)
」
が
あ
る
。
あ
る
意

大

形

徹

(46) 
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味
で
本
草
以
前
と
い
え
る
出
土
資
料
に
関
し
て
は
赤
堀
昭
・
山
田
慶

兒
訳
注
『
五
十
二
病
方
（
注
19)
』
・
真
柳
誠
「
三
巻
本
『
本
草
集
注
』

と
出
土
資
料
（
注
20)
」
。
本
草
と
仙
薬
・
道
教
の
関
係
を
論
じ
た
も
の

に
拙
稿
「
本
草
と
道
教
（
注21
)」
•
松
木
き
か
「
本
草
と
道
教
（
注22
)」
．

林
克
「
医
書
と
道
教
（
注2
3
)」
•
山
田
慶
兒
『
本
草
と
夢
と
錬
金
術
と

物
質
的
想
像
力
の
現
象
学
（
注
24)
』
が
あ
る
。
亀
田
一
邦
「
オ
カ
ル

テ
イ
ズ
ム
よ
り
見
た
中
国
の
服
芝
行
為
に
就
い
て
ー
巫
祝
・
神
仙
家

と
催
幻
覚
性
菌
類
ー
（
注
25)
」
は
薬
物
の
「
芝
」
に
つ
い
て
。
澁
澤

尚
「
『
離
騒
』
に
詠
ま
れ
る
芳
草
香
木
の
本
草
學
的
考
察
ー
巫
瞥
作

離
騒
考
序
説
（
注
26)
」
は
離
騒
に
み
え
る
薬
物
の
考
察
。

煉
丹

近
重
真
澄
『
東
洋
錬
金
術
（
注
27)
』
は
煉
丹
に
関
す
る
問
題
考
察
の

嘴
矢
。
吉
田
光
邦
『
錬
金
術
仙
術
と
科
学
の
間
（
注
28)
』
は
煉
丹
に

・
っ
い
て
考
察
す
る
基
本
問
題
を
提
示
。
陳
国
符
に
は
『
道
蔵
源
流

考
（
注
29)
』
・
『
道
蔵
源
流
続
考
（
注
30)
』
・
『
中
国
外
丹
黄
白
法
考
（
注
31)
』

と
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
佐
中
壮
『
戦
国
・
宋
初
間
の
信
仰
と
技
術

の
関
係
（
注
32)
』
は
第
二
章
、
錬
金
術
の
出
現
、
三
、
劉
向
と
錬
金

術
ー
劉
向
の
下
獄
事
件
ー
に
、
こ
の
問
題
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
J
.

N
e
e
d
h
a
m
.
 

^^
 
S
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 C
i
v
i
l
i
s
a
t
i
o
n
 
i
n
 
C
h
i
n
a
<注
3
3
）"＂

i
昆

『
中
国
の
科
学
と
文
明
（
注
34)
』
と
し
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
李
亜

東
「
煉
丹
術
ー
科
学
与
宗
教
的
崎
形
（
注
35)
」
．
趙
匡
華
『
中
国
煉
丹

術
（
注
36)
』
．
何
宗
旺
『
中
華
煉
丹
術
（
注
37)
』
・
蒙
紹
栄
・
張
興
強
『
歴

史
上
的
煉
丹
術
（
注
38)
』
は
煉
丹
術
の
全
体
を
と
ら
え
た
も
の
。

N
.

セ
ビ
ン
『
中
国
の
錬
金
術
と
医
術
（
注
39)
』
は
医
学
と
の
関
連
。
趙

匡
光
・
張
恵
珍
「
中
国
古
代
煉
丹
術
中
諸
薬
金
、
薬
銀
的
考
釈
与
模

擬
試
験
研
究
（
注
40)
」
．
孟
乃
昌
「
中
国
煉
丹
術
”
還
丹
蜀
演
変
（
注
41)

」

は
化
学
の
立
場
か
ら
。
島
尾
永
康
『
中
国
化
学
史
（
注
42)
』
は
、
第

六
章
が
煉
丹
術
、
同
「
丹
は
い
か
に
し
て
作
ら
れ
た
か
（
注
43)
」
も

化
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
。
楠
山
春
樹
「
淮
南
中
篇
と
淮
南
万

畢
（
注
44)
」
は
神
仙
黄
白
の
術
と
よ
ば
れ
る
書
に
つ
い
て
の
考
察
。

張
覚
人
『
煉
丹
術
と
丹
薬
（
注
45)
』
．
拙
稿
「
服
薬
（
注
46)
」
．
劉
広
定

「
中
国
金
丹
術
的
興
起
与
没
落
（
注
47)
」
・
三
浦
國
雄
「
造
化
の
奪
取

ー
煉
丹
術
小
論
（
注
4
8
)」
•
坂
出
祥
伸
「
煉
丹
術
師
へ
の
道
（
注49
)」
．

山
田
慶
兒
「
錬
金
術
者
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
注
50)
」
は
仙
薬
と
し
て
の

煉
丹
に
つ
い
て
。
徐
儀
明
『
外
丹
（
注
51)
』
．
拙
論
「
薬
物
か
ら
外
丹

へ
ー
水
銀
を
め
ぐ
る
古
代
の
養
生
思
想
ー
（
注
52)
」
は
、
仙
薬
の
水

銀
に
つ
い
て
当
初
、
薬
物
で
あ
っ
た
水
銀
が
仙
薬
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
。
拙
稿
「
丹
毒
で
命
を
落
と
し
た
人
び

と
（
注
53)
」
は
そ
の
犠
牲
者
の
列
伝
。
石
田
秀
実
「
内
丹
と
は
何
か

（注
54)
」
は
外
丹
に
対
す
る
内
丹
に
つ
い
て
。
亀
田
一
邦
「
慈
洪
の

服
餌
説
に
お
け
る
非
成
仙
系
服
餌
の
救
荒
法
化
に
つ
い
て
（
注
55)
」

は
と
く
に
慈
洪
に
つ
い
て
。
馬
済
人
『
道
教
与
煉
丹
（
注
56)
』
は
道

教
と
の
関
連
で
。
『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
古
戸
研
究
（
注
57)
』
の
「
某

(47) 
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些
組
織
中
鉛
・
求
・
宣
等
毒
物
分
析
」
は
古
戸
に
残
存
す
る
水
銀
等

を
考
察
し
た
も
の
。
孟
乃
昌
「
中
国
煉
丹
術
原
著
評
介
（
注
58)

は
煉

丹
術
関
連
書
籍
の
紹
介
。
黄
兆
漢
編
『
道
蔵
丹
薬
異
名
索
引
（
注
59)
』

は
難
解
な
丹
薬
名
に
つ
い
て
。
新
川
登
亀
男
「
古
代
日
本
と
煉
丹

術
（
注
60)
」
は
日
本
の
煉
丹
術
に
つ
い
て
。

房
中

馬
屋
原
成
男
監
修
『
医
心
方
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
巻
第
廿
八
房

内
（
注
61)
』
は
日
本
に
伝
わ
る
医
学
書
中
の
房
中
部
分
の
訳
注
。
周

世
栄
「
長
沙
馬
王
堆
三
号
漢
墓
竹
簡
『
養
生
方
』
釈
文
（
注
62)
」
は

馬
王
堆
関
係
の
初
期
の
釈
文
。
山
田
慶
兒
編
『
新
発
現
中
国
科
学

史
資
料
の
研
究
訳
注
篇
（
注
63)
』
に
は
泰
谷
邦
夫
に
よ
る
馬
王
堆
出

土
の
『
天
下
至
道
談
』
や
『
十
問
』
な
ど
の
訳
注
が
あ
る
。
周
一

謀
繹
注
『
馬
王
堆
漢
墓
出
土
房
中
養
生
著
作
繹
繹
（
注
64)
』
・
馬
継
興

『
馬
王
堆
古
医
書
考
釈
（
注
65)
』
．
宋
書
功
編
注
『
中
國
古
代
房
室
養

生
集
要
（
注
66)
』
は
い
ず
れ
も
注
解
書
だ
が
論
文
も
収
録
。
猪
飼
祥

夫
「
七
損
八
益
考
（
注
67)
」
は
房
中
技
術
に
関
す
る
論
考
。
拙
論
「
老

子
と
房
中
術
（
注
68)
」
は
『
老
子
』
が
新
出
土
資
料
の
房
中
関
係
の

書
物
と
関
わ
る
こ
と
、
ま
た
『
列
仙
伝
』
で
仙
人
と
さ
れ
る
老
子

が
房
中
術
に
よ
っ
て
昇
仙
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
。

坂
出
祥
伸
「
影
祖
伝
説
と
『
彰
祖
経
』
（
注6

9
)」
•
同
「
八
百
歳
生
き

た
仙
人
・
彰
祖
（
注
70)
」
は
房
中
関
係
で
有
名
な
仙
人
、
彰
祖
に
つ
い

て
。
石
田
秀
実
「
初
期
の
房
中
養
生
思
想
と
仙
説
（
注
71)
」
は
仙
術

と
し
て
の
房
中
に
つ
い
て
。
蓋
建
民
「
道
教
房
中
術
的
性
医
学
思

想
及
現
代
価
値
（
注
72)
」
・
朱
越
利
『
馬
王
堆
吊
簡
書
房
中
術
産
生
的

背
景
（
注
73)
』
．
奨
雄
『
中
国
古
代
房
中
文
化
探
秘
（
注
74)
』
は
そ
の
理

論
と
意
味
に
つ
い
て
。

養
生

坂
出
祥
伸
編
『
中
国
古
代
養
生
思
想
の
総
合
的
研
究
（
注
75)
』
は
養

生
関
係
の
論
文
集
。
坂
出
祥
伸
に
は
他
に
「
神
仙
思
想
の
身
体
観

ー
養
形
と
内
観
を
中
心
に
ー
（
注
76)

」
・
「
張
湛
『
養
生
要
集
』
侠
文

と
そ
の
思
想
（
注
77)
」
・
『
道
教
と
養
生
思
想
（
注
78)
』
・
『
「
気
」
と
養

生
道
教
の
養
生
術
と
呪
術
（
注
79)
』
・
『
中
国
思
想
研
究
ー
医
薬
養

生
・
科
学
思
想
編
（
注
80)
』
が
あ
り
、
「
導
引
」
・
「
呼
吸
法
」
・
「
房
中

術
」
・
「
陶
弘
景
の
服
薬
煉
丹
（
注
81)
」
な
ど
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て

い
る
。
周
世
榮
編
著
『
馬
王
堆
養
生
気
功
（
注
82)
』
は
馬
王
堆
出
土

資
料
、
高
大
倫
『
張
家
山
漢
簡
《
引
書
》
研
究
（
注
83)
』
は
張
家
山

出
土
の
『
引
書
』
に
つ
い
て
の
研
究
、
拙
稿
「
中
国
の
養
生
術
（
注
84)
」

も
そ
の
あ
た
り
の
も
の
。
張
欽
『
道
教
煉
養
心
理
学
引
論
（
注
85)
』

は
、
守
一
・
存
思
・
服
気
・
胎
息
．
房
中
・
内
丹
等
に
つ
い
て
論
じ
た
も

の
。
馬
場
英
雄
「
稀
康
の
養
生
論
に
つ
い
て
（
注
86)
」
は
六
朝
の
稀

康
の
養
生
思
想
に
つ
い
て
。
三
浦
國
雄
『
気
の
中
国
文
化
気
功
・

養
生
・
風
水
・
易
（
注
87)
』
は
一
部
に
養
生
関
係
の
も
の
を
含
む
。
鄭

(48) 
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黄
老

金
生
『
中
国
古
代
的
養
生
（
注
88)
』
は
養
生
思
想
全
体
を
と
ら
え
た

も
の
。
方
春
陽
主
編
『
中
国
養
生
大
成
（
注
89)
』
．
洪
王
膜
『
中
国
神

仙
養
生
大
全
（
注
90)
』
は
養
生
関
係
の
資
料
集
成
。
瑛
谷
邦
夫
「
穀

食
忌
避
の
思
想
ー
辟
穀
の
伝
統
を
め
ぐ
っ
て
ー
（
注
91)
」
は
、
穀
物

は
陰
濁
の
不
純
の
気
で
あ
る
た
め
、
辟
穀
の
思
想
が
起
こ
っ
た
と

と
ら
え
て
い
る
。

②
神
仙
文
学
・
仙
伝
等

老
子

老
子
は
諸
子
や
老
荘
思
想
と
し
て
の
も
の
は
省
略
し
、
神
仙
道
教

に
関
連
す
る
も
の
の
み
を
と
り
あ
げ
た
。
劉
国
鉤
「
老
子
神
格
化

孜
（
注
92)
」
・
ア
ン
ナ
・
ザ
イ
デ
ル
「
漢
代
に
お
け
る
老
子
の
神
格
化

に
つ
い
て
（
注
93)
」
・
楠
山
春
樹
『
老
子
伝
説
の
研
究
（
注
94)
』
．
拙
稿

「
太
上
老
君
（
注9
5
)」
•
原
田
二
郎
「
老
子
の
神
格
化
と
太
上
老
君

（注
96)
」
は
い
ず
れ
も
老
子
が
仙
人
を
へ
て
太
上
老
君
と
な
る
過
程

を
考
察
し
た
も
の
。
内
藤
幹
治
「
河
上
公
注
老
子
の
養
生
説
に
つ

い
て
（
注
97)

」
と
原
田
二
郎
「
『
老
子
想
爾
注
』
の
長
生
の
理
論
（
注
98)
」

は
『
老
子
』
の
書
に
み
え
る
養
生
理
論
の
考
察
。
拙
稿
「
道
教
と

老
荘
（
注
99)
」
は
、
老
荘
思
想
と
道
教
の
違
い
を
「
不
死
の
仙
人
」

に
な
ろ
う
と
し
た
か
ど
う
か
の
差
と
し
て
と
ら
え
た
も
の
。

真
人

黄
老
は
前
漢
初
期
は
政
治
思
想
だ
が
、
後
漢
に
は
神
仙
思
想
と
な

る
。
他
に
法
家
に
近
い
出
土
資
料
を
黄
老
と
み
な
す
も
の
も
あ
る
。

顧
頷
剛
「
黄
老
之
言
（
注
100)
」
・
陳
啓
爬
「
黄
老
（
注
101)
」
は
初
期
の
考

察
。
浅
野
裕
一
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
（
注
102)
』
は
戦
国
末
か
ら

漢
初
に
か
け
て
黄
帝
と
老
子
の
書
が
ど
の
よ
う
に
結
合
さ
れ
て
い

く
か
を
さ
ぐ
る
労
作
。
漢
初
を
中
心
と
す
る
も
の
に
は
王
婆
榜
「
略

談
黄
老
学
派
（
注1

0
3
)

」
•
金
谷
治
「
漢
初
の
道
家
思
潮
（
注1

0
4
)

」
、
内
山

俊
彦
「
漢
初
黄
老
思
想
の
考
察
（
一
）
・
（
二
）
（
注

1
0
5
)

」
•
岩
佐
昌
暗
「
〈
黄

老
〉
派
の
輪
郭
ー
道
家
学
派
成
立
史
試
論
ー
（
注
106)
」
・
周
紹
賢
「
黄

老
思
想
在
西
漢
（
注
107)

」
．
拙
論
「
漢
初
の
黄
老
思
想
（
注
108)

」
．
姜
広

輝
「
試
論
漢
初
黄
老
思
想
（
注
109)
」
・
斎
木
哲
郎
「
黄
老
思
想
の
再
検

討
ー
漢
の
高
祖
集
団
と
老
子
の
関
係
を
中
心
と
し
て
ー
（
注
110)
」
が

あ
る
。
楊
秀
実
「
黄
老
思
想
与
東
漢
政
治
（
注
lll)
」
は
後
漢
の
黄
老
。

木
村
英
一
「
黄
老
か
ら
老
荘
お
よ
び
道
教
ヘ
ー
両
漢
時
代
に
於
け

る
老
子
の
学
ー
（
注

1
1
2
)

」
•
秋
月
観
喫
「
黄
老
観
念
の
系
譜
—
そ
の
宗

教
的
展
開
を
中
心
と
し
て
ー
（
注
113)
」
・
楠
山
春
樹
「
道
教
に
お
け
る

黄
帝
と
老
子
（
注
114)
」
は
道
教
と
の
関
わ
り
、
安
居
香
山
「
後
漢
末

に
お
け
る
黄
老
と
仏
教
ー
仏
教
の
中
国
的
受
容
に
つ
い
て
の
一
考

察
ー
（
注
115)
」
は
仏
教
と
の
関
連
。
丁
原
明
『
黄
老
学
論
綱
（
注
116)
』

は
全
体
を
と
ら
え
た
も
の
。
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真
人
は
『
荘
子
』
の
語
だ
が
、
後
世
、
仙
人
の
意
味
で
も
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
白
川
静
「
真
字
論
（
注
117)

」
は
「
真
」
と
い
う
文

字
に
つ
い
て
甲
骨
・
金
文
学
の
立
場
か
ら
の
興
味
深
い
論
考
。
吉
川

忠
夫
「
真
人
と
革
命
（
注1

1
8
)

」
•
同
「
真
人
と
聖
人
（
注1

1
9
)

」
は
『
荘
子
』

に
は
じ
ま
る
真
人
の
問
題
と
そ
の
展
開
を
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し

「
真
」
の
文
字
の
解
釈
と
し
て
は
、
『
説
文
解
字
』
の
字
形
の
説
明

に
も
と
づ
く
の
み
で
近
来
の
甲
骨
・
金
文
に
も
と
づ
く
文
字
学
の
成

果
を
援
用
し
て
い
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
拙
論
「
『
荘
子
』
に
み

え
る
『
化
』
と
『
真
人
』
に
つ
い
て
（
注
120)
」
は
『
荘
子
』
に
み
え

る
「
真
人
」
と
「
化
」
に
つ
い
て
の
考
察
。
澁
澤
尚
「
『
列
子
』
に

お
け
る
至
人
と
「
虚
」
の
思
想
（
注
121)
」
は
、
『
荘
子
』
に
も
み
え
る

「
至
人
」
に
つ
い
て
。

方
士

方
士
は
方
術
を
使
う
士
だ
が
、
仙
人
の
存
在
を
説
い
た
の
が
方
士

で
あ
り
、
そ
の
術
は
仙
術
と
も
通
じ
る
。
崇
天
「
方
士
源
流
述
略

（注
122)

」
は
方
士
の
起
源
に
つ
い
て
。
陳
槃
に
は
「
古
方
士
釈
名

（注
123)
」
・
「
戦
国
秦
漢
間
方
士
考
論
（
注
124)
」
が
あ
る
。
鎌
田
重
雄
「
方

士
考
（
注
125)
」
．
拙
稿
「
方
士
（
注
126)
」
は
方
士
そ
の
も
の
に
関
す
る
考

察
。
楊
寛
「
方
士
的
医
薬
・
養
生
•
修
練
和
求
神
仙
的
方
技
（
注

1
2
7
)

」

は
戦
国
時
代
に
お
け
る
方
士
の
活
動
を
と
ら
え
た
も
の
。
石
介
文

「
”
方
仙
道
“
解
（
注

1
2
8
)

」
•
賀
聖
迪
「
燕
斉
方
仙
道
与
科
学
技
術
（
注

1
2
9
)

」

は
『
史
記
』
に
見
え
る
方
仙
道
に
つ
い
て
。
張
維
華
「
漢
武
帝
伐

大
宛
与
方
士
思
想
（
注
130)
」
は
武
帝
の
西
域
討
伐
と
方
士
の
関
係
を

い
う
。
酒
井
忠
夫
「
方
術
と
道
術
（
注
131)
」
は
方
士
の
方
術
と
道
士

の
道
術
。
坂
出
祥
伸
「
方
術
伝
の
成
立
と
そ
の
性
格
（
注
132)
」
、
山
田

利
明
「
誕
怪
不
経
の
正
史
ー
『
後
漢
書
』
方
術
伝
の
哲
学
ー
（
注
133)
」

は
方
術
伝
に
つ
い
て
。
坂
出
祥
伸
『
中
国
古
代
の
占
法
技
術
と
呪

術
の
周
辺
（
注

1
3
4
)

』
．
拙
稿
「
方
術
（
注1

3
5
)

」
•
李
零
『
中
国
方
術
考

（注
136)
』
は
い
ず
れ
も
方
術
に
つ
い
て
。
中
前
正
志
「
あ
る
方
術
の

行
方
ー
遠
救
火
災
輝
の
流
れ
の
中
で
ー
（
注
137)
」
は
方
術
で
遠
く
の

火
災
を
消
す
話
に
関
し
て
の
考
察
。
黄
意
明
『
符
呪
（
注
138)
』
は
方

術
の
―
つ
で
あ
る
符
呪
に
関
し
て
の
も
の
。
拙
稿
「
仙
術
（
注
139)
」

は
仙
術
に
つ
い
て
。

徐
福
（
注
140)

徐
福
も
ま
た
方
士
だ
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
話
が
多
い
た
め
、
別

に
項
目
を
た
て
た
。
高
於
菟
三
「
徐
福
東
来
考
(
-
)
・
（
二
）
（
注
141)
」．

後
藤
粛
堂
「
徐
福
東
来
の
伝
説
に
つ
い
て
（
一
）

S
(
五
）
（
注
142)

」・

島
田
正
郎
「
徐
福
伝
承
成
立
の
基
盤
（
注

1
4
3
)

」
•
原
田
淑
人
「
徐
福
の

東
海
に
仙
薬
を
求
め
た
話
（
注
144)
」
が
あ
る
。
注
向
栄
「
徐
福
、
日

本
的
中
国
移
民
（
注
145)

」
・
『
徐
福
研
究
論
文
集
（
注
146)
』
は
中
国
人
の

論
考
。
安
志
敏
他
『
徐
福
伝
説
を
探
る
（
注
147)
』
は
日
中
合
同
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
、
日
本
側
か
ら
は
梅
原
猛
・
樋
口
隆
康
・
金
関
恕
・
陳
舜
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臣
・
福
永
光
司
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。
柴
田
清
継
に
「
徐
福
に
関

す
る
中
国
の
伝
説
（
上
）
・
（
下
）
（
注

1
4
8
)

」
•
同
「
徐
福
齋
書
説
に
つ
い

て
（
注1
4
9
)

」
•
同
「
徐
福
と
日
本
ー
元
明
両
代
資
料
述
評
ー
（
注

1
5
0
)

」
．

同
「
徐
福
と
日
本
I
清
代
資
料
述
評
ー
（
注
151)
」
と
一
連
の
精
力
的

な
考
察
が
あ
る
。
な
お
徐
福
に
関
し
て
学
術
的
で
な
い
も
の
は
省

略
し
た
。

蓬
莱
山

蓬
莱
山
は
仙
人
が
住
む
と
さ
れ
た
山
で
『
史
記
』
に
み
え
る
。
佐

中
壮
「
三
神
山
と
マ
ラ
ヤ
島
（
注
152)
」
は
蓬
莱
山
な
ど
三
神
山
と
マ

ラ
ヤ
島
と
の
関
連
を
考
察
し
た
も
の
。
拙
稿
「
仙
境
思
想
（
注
153)
」

お
よ
び
伊
藤
清
司
『
死
者
の
棲
む
楽
園
ー
古
代
中
国
の
死
生
観

（注
154)
』
は
蓬
莱
山
を
他
界
と
考
え
て
い
る
。

嵐
裔
山

毘
裔
山
も
西
王
母
な
ど
の
神
仙
が
住
む
と
さ
れ
た
山
で
あ
る
。
御

手
洗
勝
に
「
毘
裔
伝
説
の
起
源
（
注
155)
」
が
あ
り
、
同
『
古
代
中
国

の
神
々
（
注
156)
』
に
は
「
鄭
術
の
大
九
州
説
と
毘
裔
伝
説
」
・
「
毘
裔

伝
説
と
永
劫
回
帰
」
な
ど
が
み
え
る
。
凌
純
声
「
中
国
的
封
禅
与

両
河
流
域
的
昆
命
文
化
（
注
157)
」
は
封
禅
説
と
の
関
わ
り
。
凌
純
声

「
昆
命
丘
与
西
王
母
（
注
158)
」
は
西
王
母
と
の
関
係
。
伝
説
・
神
話
と

し
て
の
観
点
は
鐵
井
慶
紀
「
毘
裔
伝
説
に
つ
い
て
の
一
試
論
ー
エ

リ
ア
ー
デ
氏
の
『
中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
』
に
立
脚
し
て
ー
（
注
159)
」．

白
川
静
『
中
国
の
神
話
（
注
160)
』
・
湯
恵
生
「
神
話
中
之
昆
命
山
考
述

ー
昆
命
山
神
話
与
薩
満
教
宇
宙
観
ー
（
注
161)
」
に
み
え
る
。
不
死
や

昇
仙
に
関
し
て
は
、
杜
而
未
『
毘
裔
文
化
奥
不
死
観
念
國
学
難

題
解
繹
（
注
162)
』
．
曽
布
川
寛
『
毘
裔
山
へ
の
昇
仙
古
代
中
国
人
が

描
い
た
死
後
の
世
界
（
注
163)
』
が
あ
る
。
李
豊
椒
「
毘
裔
、
登
天
与

巫
俗
伝
統
（
注
164)
」
は
巫
現
と
の
関
係
を
見
る
。
澁
澤
尚
「
『
昆
命
』

と
そ
の
同
系
語
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
注
165)
」
は
音
韻
か
ら
の
考
察
、

澁
澤
に
は
「
昆
命
と
祭
祀
壇
ー
『
明
堂
』
と
の
関
係
に
お
い
て
ー

（注
166)
」
も
あ
る
。

秦
始
皇
・
漠
武
帝
・
封
禅

秦
の
始
皇
帝
と
漢
の
武
帝
は
と
も
に
神
仙
を
求
め
た
。
武
帝
の
封

禅
は
神
仙
探
索
と
関
わ
っ
て
い
る
。
始
皇
帝
の
昇
仙
願
望
に
関
し

て
は
蒋
君
章
「
秦
皇
漢
武
尋
求
神
仙
之
用
意
（
注
167)
」
・
斎
藤
実
「
秦

の
始
皇
帝
の
泰
山
封
禅
（
注
168)
」
・
桐
本
東
太
「
不
死
の
探
求
ー
始
皇

帝
巡
狩
の
一
側
面
（
注1

6
9
)

」
•
同
「
始
皇
帝
と
封
禅
（
注1

7
0
)

」
・
楠
山
春

樹
「
試
論
始
皇
求
仙
の
真
相
（
注
171)
」
．
拙
稿
「
始
皇
帝
の
不
死
幻

想
（
注
172)
」
が
あ
る
。
楠
山
春
樹
「
聖
王
と
仙
王
（
注
173)
」
は
始
皇
と

武
帝
を
会
わ
せ
て
論
じ
る
。
石
合
香
「
漢
武
帝
に
お
け
る
太
初
暦

制
定
の
真
の
意
図
ー
不
死
を
求
め
て
ー
（
注
174)
」
は
武
帝
の
昇
仙
願

望
を
暦
の
制
定
と
絡
め
て
考
察
し
た
興
味
深
い
論
考
。
神
塚
淑
子
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「
祭
祀
と
祈
祷
、

1
神
仙
思
想
と
祭
祀
・
祈
祷
（
注
175)
」
で
は
神
仙
思

想
と
祭
祀
の
問
題
を
秦
の
始
皇
帝
・
漢
の
武
帝
・
『
列
仙
伝
』
の
例

等
か
ら
論
じ
る
。
封
禅
に
関
し
て
は
、
木
村
英
一
「
封
禅
思
想
の

成
立
（
注1

7
6
)

」
•
福
永
光
司
「
封
禅
説
の
形
成
ー
封
禅
説
と
神
倦
説

I

（
注
1
7
7
)

」
•
同
「
封
禅
説
の
形
成
（
続
）
（
注

1
7
8
)

」
が
あ
る
。

西
王
母

西
王
母
は
女
神
で
、
神
仙
を
統
括
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
施
芳
雅

「
西
王
母
故
事
的
術
変
（
注1

7
9
)

」
•
李
豊
檄
「
西
王
母
五
女
伝
説
的
形

成
及
其
演
変
（
注
181)
」
・
納
谷
由
美
子
「
西
王
母
伝
承
の
変
化
に
つ
い

て（注
181)
」
は
西
王
母
の
故
事
の
変
遷
を
さ
ぐ
っ
た
も
の
。
小
南
一

郎
『
中
国
の
神
話
と
物
語
（
注
182)
』
は
、
第
一
章
西
王
母
と
七
夕
伝

承
第
二
章
「
西
京
雑
記
」
の
伝
承
者
た
ち
第
三
章
「
神
仙
伝
」

ー
新
し
い
神
仙
思
想
第
四
章
「
漢
武
帝
内
伝
」
の
成
立
、
の
四

章
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
精
緻
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い

る
。
同
氏
に
は
『
西
王
母
と
七
夕
伝
承
（
注
183)
』
も
あ
る
。
鄭
志
明

編
『
西
王
母
信
仰
（
注
184)
』
は
そ
の
信
仰
に
就
い
て
の
考
察
。

神
仙

こ
こ
に
は
「
神
仙
」
等
の
語
が
み
え
る
も
の
を
集
め
た
。
石
島
快

隆
「
道
家
と
神
仙
と
の
思
想
史
的
研
究
・
続
（
注
185)
」
、
周
紹
賢
『
道

家
興
神
仙
（
注
186)
』
は
道
家
と
神
仙
と
の
関
連
を
思
想
史
的
に
考
察

し
た
も
の
。
黄
海
徳
『
天
上
人
間
道
教
神
仙
譜
系
（
注
187)
』
・
李
小

光
「
道
教
神
仙
思
想
的
心
理
学
分
析
（
注
188)
」
は
道
教
と
の
関
連
。

癖
登
福
『
先
秦
雨
漢
冥
界
及
神
仙
思
想
探
原
（
注
189)
』
は
死
後
の
世

界
と
神
仙
思
想
を
合
わ
せ
て
論
じ
た
も
の
。
鄭
土
有
『
瞭
望
洞
天

福
地
中
國
的
神
仙
奥
神
仙
信
仰
（
注
191)
』
は
神
仙
の
信
仰
に
つ
い
て
、

黄
立
平
『
中
国
古
代
神
仙
祖
廟
百
例
（
注
191)
』
は
実
際
に
あ
る
神
仙

の
廟
に
つ
い
て
。
李
輝
英
「
漢
代
的
神
仙
故
事
及
其
他
（
注
192)

」．

姜
竹
亭
・
李
伝
理
編
著
『
中
国
神
仙
故
事
（
注
193)
』
・
張
迅
齊
編
著
『
神

仙
列
偲
（
注
194)
』
・
『
神
仙
世
界
中
国
神
仙
故
事
大
観
（
注
195)
』
．
冷
立

疸
編
著
『
中
国
神
仙
大
全
（
注
196)

』
・
『
中
國
神
仙
偲
記
文
献
初
編

（注
197)
』
・
白
辰
他
編
著
『
中
国
神
仙
鬼
狐
偲
奇
（
注
198)
』
は
い
ず
れ
も

神
仙
故
事
に
つ
い
て
。
櫻
井
龍
彦
「
王
子
喬
・
赤
松
子
伝
説
の
研
究

(
1
)
・
(
2
)
（注
199)
」
、
拙
論
「
松
喬
考
ー
赤
松
子
と
王
子
喬
の
伝
説

に
つ
い
て
ー
（
注
200)
」
は
、
古
仙
人
と
し
て
古
く
よ
り
「
松
喬
」
と

連
語
化
さ
れ
て
称
さ
れ
る
赤
松
子
と
王
子
喬
に
つ
い
て
論
じ
た
も

の
。
前
田
繁
樹
「
六
朝
時
代
に
於
け
る
干
吉
伝
の
変
遷
（
注
201)
」
は

干
吉
の
伝
記
に
つ
い
て
。
金
秀
雄
「
神
仙
の
誕
生
ー
稀
康
と
郭
瑛

の
場
合
（
注
202)
」
は
稀
康
と
郭
瑛
に
つ
い
て
。
尾
崎
正
治
「
寇
謙
之

の
神
仙
思
想
ー
神
瑞
二
年

(
4
1
5
)

ま
で
を
中
心
と
し
て
ー

（注
203)

」
は
寇
謙
之
に
つ
い
て
。
服
部
克
彦
「
北
魏
洛
陽
時
代
に
み

る
神
仙
思
想
（
注
204)
」
は
北
魏
洛
陽
と
時
代
・
地
域
を
限
定
し
て
の
考

察
。
拙
論
「
中
国
人
と
道
教
ー
『
東
遊
記
』
の
八
仙
を
め
ぐ
っ
て
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_
（
注
205)
」
は
八
仙
の
一
人
一
人
に
つ
い
て
『
東
遊
記
』
に
み
え
る

記
述
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
。
宮
川
尚
志
「
鏑
仙
考
（
注
206)
」
は
天

界
を
追
わ
れ
た
仙
人
に
つ
い
て
。
李
豊
琳
「
神
仙
三
品
説
的
原
始

及
術
変
（
注
207)
」
は
神
仙
三
品
説
に
関
し
て
の
考
察
。
今
枝
二
郎
「
神

仙
関
係
文
献
に
現
れ
た
る
災
祥
思
想
（
注
208)

」
は
災
祥
思
想
に
つ
い

て
。
陳
開
科
『
中
国
神
仙
探
玄
（
注
209)
』
・
前
田
繁
樹
「
神
仙
思
想
の

系
譜
（
注
210)
」
．
拙
稿
「
神
仙
思
想
（
注
211)
」
は
神
仙
思
想
全
体
に
関
す

る
考
察
。
小
南
一
郎
「
壺
型
の
宇
宙
（
注

2
1
2
)

」
•
伊
藤
丈
「
壺
中
天
を

め
ぐ
る
一
考
察
（
注
213)
」
は
壺
中
天
に
つ
い
て
。

道
教

こ
こ
で
は
道
教
の
中
で
神
仙
思
想
と
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み

取
り
上
げ
た
。
趙
宗
誠
「
神
仙
思
想
奥
道
教
（
注
214)
」
・
小
南
一
郎
「
尋

薬
と
存
思
ヘ
ー
神
仙
思
想
と
道
教
信
仰
の
間
（
注
215)
」
は
神
仙
思
想

と
道
教
の
関
係
に
つ
い
て
。
四
川
大
学
宗
教
研
究
所
編
『
道
教
神

仙
信
仰
研
究
（
注
216)
』
は
道
教
や
神
仙
思
想
に
関
す
る
概
括
的
な
研

究
。
慈
兆
光
『
道
教
と
中
国
文
化
（
注
217)
』
は
中
国
文
化
と
い
う
大

き
な
流
れ
の
中
で
道
教
を
と
ら
え
た
も
の
、
神
仙
関
係
の
考
察
も

み
え
る
。
小
林
正
美
『
六
朝
道
教
史
研
究
（
注
218)
』
・
同
『
中
国
の
道

教
（
注
219)
』
は
慈
洪
の
神
仙
道
を
道
教
と
は
み
な
さ
な
い
。
ほ
か
に

吉
川
忠
夫
編
『
六
朝
道
教
の
研
究
（
注
220)
』
・
同
『
中
國
古
道
教
史
研

究
（
注
221)
』
・
神
塚
淑
子
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
（
注
222)
』
は
上
記
で

紹
介
し
た
い
く
つ
か
の
論
考
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
吉
川
忠
夫
『
中

国
人
の
宗
教
意
識
（
注
223)
』
は
宗
教
意
識
に
つ
い
て
。

『
列
仙
伝
』

『
列
仙
伝
』
は
最
古
の
仙
人
の
伝
記
集
。
マ
ッ
ク
ス
・
カ
ル
タ
ン
マ

ル
ク
「
『
列
仙
伝
』
与
列
仙
ー
『
列
仙
伝
』
法
文
訳
本
序
文
ー
（
注
224)
」．

M
a
r
x
 
K
a
l
t
e
n
m
a
r
k
『

L
e
L
i
eー

S
i
e
n
T
c
h
o
u
a
n
 
:
 b
i
o
g
r
a
p
h
i
e
s
 

l
e
g
e
n
d
a
i
r
e
s
 
d
e
s
 
i
m
m
o
r
t
e
l
s
 
t
a
o
i
s
t
e
s
 
d
e
 
l
'
a
n
t
i
q
u
i
t
e
 

（注
225)
』
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
カ
ル
タ
ン
マ
ル
ク
氏
に
よ
る
も
の
。
福

井
康
順
「
列
仙
伝
考
（
注
226)
」
は
『
列
仙
伝
』
全
般
に
就
い
て
の
考

察
。
内
山
知
也
「
仙
伝
の
展
開
ー
『
列
仙
伝
』
よ
り
『
神
仙
伝
』

に
至
る
ー
（
注
227)
」
は
中
国
文
学
の
立
場
か
ら
仙
伝
を
考
察
。
拙
論

「
『
列
仙
伝
』
に
み
え
る
仙
薬
に
つ
い
て
（
注
228)
」
は
『
列
仙
伝
』
に

み
え
る
薬
物
に
つ
い
て
『
神
農
本
草
経
』
な
ど
と
比
較
し
て
考
察

し
た
も
の
。
ト
ー
マ
ス
・
ス
ミ
ス
「
六
朝
に
お
け
る
佛
道
論
争
と
『
列

仙
伝
』
の
伝
承
（
注
229)
」
は
仏
道
論
争
の
中
で
『
列
仙
伝
』
を
と
ら

え
る
。
訳
注
と
し
て
前
野
直
彬
『
山
海
経
列
仙
伝
（
注
230)
』
、
沢
田

瑞
穂
訳
『
列
仙
伝
・
神
仙
伝
（
注
231)
』
・
王
叔
眠
『
列
仙
偲
校
箋
（
注
232)
』．

膝
修
展
他
『
列
仙
傭
神
仙
偲
注
訳
（
注
233)
』
が
あ
る
。
尾
崎
正
治
・
平

木
康
平
・
大
形
徹
『
鑑
賞
中
国
の
古
典
⑨
抱
朴
子
・
列
仙
伝
（
注
234)
』

は
平
木
康
平
・
大
形
徹
が
『
列
仙
伝
』
を
担
当
、
こ
れ
ま
で
訳
さ
れ

た
こ
と
の
な
い
讃
も
訳
出
さ
れ
、
話
ご
と
に
比
較
的
長
文
の
解
説
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が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
平
木
康
平
・
大
形
徹
編
『
列
仙
伝
（
注
235)
』
は

和
刻
本
の
影
印
だ
が
、
頭
注
を
ほ
ど
こ
し
、
道
蔵
本
そ
の
他
と
の

校
勘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

『
神
仙
伝
』

『
神
仙
伝
』
は
葛
洪
の
作
と
さ
れ
る
。
仙
人
の
伝
記
、
た
だ
し
現

在
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
葛
洪
の
原
本
で
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
福
井
康
順
「
神
仙
伝
考
（
注2

3
6
)

」
•
同
「
神
仙
伝
続
考
（
注2

3
7
)

」
．

拙
稿
「
神
仙
伝
（
注
238)
」
は
『
神
仙
伝
』
の
成
立
な
ど
に
つ
い
て
論

じ
た
も
の
。
小
南
一
郎
「
『
神
仙
傭
』
の
復
元
（
注
239)
」
は
古
来
、
そ

の
成
立
に
疑
問
の
あ
る
『
神
仙
伝
』
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
も
の
。

土
屋
昌
明
「
『
歴
世
真
仙
体
道
通
鑑
』
と
『
神
仙
伝
』
（
注2

4
0
)

」
•
亀

田
勝
見
「
『
神
仙
伝
』
再
検
討
の
た
め
に
ー
諸
本
に
お
け
る
仙
伝
の

配
列
か
ら
見
て
ー
（
注
241)
」
も
同
様
の
試
み
。
手
塚
好
幸
「
費
長
房

説
話
と
『
神
仙
伝
』
（
注2

4
2
)

」
•
土
屋
昌
明
「
四
庫
本
『
神
仙
伝
』
の

性
格
お
よ
び
構
成
要
素
ー
特
に
『
陰
長
生
伝
』
を
め
ぐ
っ
て
（
注
243)
」．

「
真
人
・
陰
長
生
の
伝
説
に
つ
い
て
（
注
244)
」
・
「
神
仙
李
八
百
伝
考

（注
245)
」
・
下
見
隆
雄
「
『
神
仙
伝
』
に
つ
い
て
ー
『
後
漢
書
』
方
術

伝
と
の
相
違
、
左
慈
・
劉
根
の
場
合
（
注
246)
」
は
神
仙
伝
中
の
仙
人
に

つ
い
て
。
福
井
康
順
『
神
仙
伝
（
注
247)
』
は
訳
注
、
そ
の
他
の
訳
注
は

『
列
仙
伝
』
の
項
を
参
照
。

葛
洪
饂
『
抱
朴
子
（
注
248)
』

神
仙
思
想
関
係
の
も
の
で
、
も
っ
と
も
著
作
や
論
考
が
多
い
も
の

は
西
晋
の
慈
洪
（
二
八
三

S
三
四
三
）
の
『
抱
朴
子
』
で
あ
ろ
う
。

そ
の
煉
丹
に
関
す
る
記
事
の
豊
富
さ
、
左
慈
・
葛
玄
・
鄭
隠
・
葛
洪
と

続
く
師
資
相
承
の
系
譜
な
ど
興
味
を
ひ
く
点
が
い
く
つ
も
あ
り
、

道
教
関
係
の
学
者
の
多
く
が
慈
洪
や
『
抱
朴
子
』
の
研
究
を
し
て

い
る
。
た
だ
し
『
抱
朴
子
』
は
内
篇
が
神
仙
関
係
で
あ
り
、
外
篇

は
儒
学
に
か
か
わ
る
部
分
が
多
い
。
そ
の
た
め
外
篇
の
み
に
関
わ

る
論
考
は
省
略
し
た
。
小
島
祐
馬
「
抱
朴
子
と
道
家
思
想
（
注
249)
」
は

道
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
。
小
柳
司
気
太
・
飯
島
忠
夫
「
抱
朴
子

内
篇
（
注
250)
」
は
『
抱
朴
子
』
内
篇
に
つ
い
て
の
論
考
。
李
豊
椒
『
不

死
的
探
求

S
慈
洪
抱
朴
子
内
篇
研
究
（
注
251)
』
も
同
様
。
李
豊
椒
に

は
「
葛
洪
養
生
思
想
之
研
究
（
注
252)
」
も
あ
る
。
松
井
等
「
葛
洪
と

不
老
長
生
（
注
253)
」
は
不
老
長
生
に
つ
い
て
。
小
田
竜
明
「
抱
朴
子

に
つ
い
て
ー
道
教
成
立
の
一
過
程
ー
（
注
254)
」
は
道
教
の
理
解
の
た

め
に
『
抱
朴
子
』
を
解
読
。
大
谷
湖
峰
「
薯
洪
の
著
書
に
関
す
る

研
究
ー
道
蔵
成
立
研
究
の
一
節
と
し
て
ー
（
注

2
5
5
)

」
•
石
島
快
隆
「
抱

朴
子
引
書
考
（
注

2
5
6
)

」
•
佐
中
壮
「
孫
星
術
本
抱
朴
子
の
研
究
（
注

2
5
7
)

」

は
書
誌
学
的
考
察
。
牧
野
巽
「
抱
朴
子
の
自
叙
伝
（
注

2
5
8
)

」
•
佐
中
壮

函
洪
の
生
涯
と
そ
の
風
格
（
注
259)
」
・
大
淵
忍
爾
「
葛
洪
伝
考
ー
晋

朝
治
下
呉
人
の
在
り
方
の
一
例
ー
（
注

2
6
0
)

」
•
王
利
器
「
葛
洪
論

（注
261)
」
は
葛
洪
の
伝
記
に
つ
い
て
。
重
沢
俊
郎
「
抱
朴
子
に
於
け
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る
統
一
の
理
念
（
注
262)
」
・
村
上
嘉
実
「
抱
朴
子
外
篇
に
つ
い
て
ー
そ

の
内
篇
と
の
関
係
に
つ
い
て
ー
（
注
263)
」
は
『
抱
朴
子
』
の
内
篇
と

外
篇
の
内
容
の
不
統
一
を
問
題
に
し
た
も
の
。
村
上
嘉
実
に
は
「
抱

朴
子
に
お
け
る
不
老
長
生
の
思
想
（
注
264)

」
・
「
葛
洪
の
世
界
観

（注
265)
」
・
『
中
国
の
仙
人
抱
朴
子
の
思
想
（
注
266)
』
・
「
鬼
神
と
仙
人

（
抱
朴
子
研
究
の
内
）
（
注
267)
」
・
「
抱
朴
子
の
科
学
思
想
（
注
268)
」
・
「
漢

墓
新
発
現
の
医
書
と
抱
朴
子
（
注
269)
」
も
あ
る
。
村
上
嘉
実
『
六
朝

思
想
史
研
究
（
注
270)
』
の
中
で
は
、
「
道
教
に
お
け
る
欲
望
肯
定
の
思

想
（
注
271)
」
・
「
鬼
神
を
超
克
す
る
仙
道
（
注
272)
」
が
『
抱
朴
子
』
を
あ

つ
か
っ
て
い
る
。
佐
中
壮
「
抱
朴
子
の
方
法
論
と
現
代
歴
史
学

（注
273)
」
は
歴
史
学
と
の
関
連
。
福
井
康
順
に
は
「
慈
氏
道
と
仏
教

（注
274)
」
・
「
慈
氏
道
の
研
究
（
注
275)
」
が
あ
る
。
大
淵
忍
爾
に
は
「
抱

朴
子
研
究
序
説
（
注
276)

」
・
「
抱
朴
子
に
お
け
る
神
仙
思
想
の
性
格

（注
277)
」
が
あ
り
、
神
仙
思
想
が
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
伊

東
倫
厚
「
抱
朴
子
に
お
け
る
神
仙
の
実
在
の
証
明
（
注
278)
」
も
執
拗

に
説
か
れ
る
神
仙
実
在
の
証
明
の
方
法
に
つ
い
て
の
論
考
。
李
剛

「
葛
洪
神
仙
学
隠
含
的
認
識
論
（
注2

7
9
)

」
•
同
「
慈
洪
及
神
仙
学
（
注2

8
0
)

」

は
葛
洪
の
神
仙
思
想
に
つ
い
て
。
中
嶋
隆
蔵
「
葛
洪
の
神
仙
術
ー

そ
の
理
論
と
実
践
ー
（
注
281)
」
は
神
仙
術
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

宮
沢
正
順
「
抱
朴
子
と
張
角
一
派
（
注
282)
」
は
張
角
と
の
関
係
を
。

同
「
抱
朴
子
に
お
け
る
本
末
思
想
（
注
283)
」
は
本
末
と
い
う
観
点
か

ら
。
同
「
慈
洪
の
老
子
批
判
に
つ
い
て
（
注
284)
」
は
『
抱
朴
子
』
中

に
見
え
る
老
子
に
つ
い
て
の
考
察
。
同
「
道
教
の
食
文
化
論
ー
抱

朴
子
内
篇
を
中
心
と
し
て
ー
（
注
285)
」
は
食
文
化
と
の
関
連
か
ら
の

考
察
。
石
島
快
隆
に
は
「
慈
洪
の
儒
家
及
び
道
家
思
想
の
系
列
と

そ
の
系
譜
的
意
義
に
つ
い
て
（
注
286)
」
・
「
魏
伯
陽
と
慈
洪
と
の
道
家

思
想
に
つ
い
て
（
注
287)
」
・
「
抱
朴
子
の
思
想
史
的
考
察
（
注
288)
」
が
あ

る
。
平
秀
道
「
抱
朴
子
と
識
緯
（
注
289)
」
は
識
緯
思
想
の
観
点
か
ら

の
考
察
。
御
手
洗
勝
「
斎
と
錬
金
・
煉
丹
ー
抱
朴
子
内
篇
を
媒
介
と

し
て
—
（
注2

9
0
）
」
は
道
教
の
斎
と
錬
金
・
煉
丹
術
と
の
関
連
を
さ
ぐ
る
。

吉
川
忠
夫
「
抱
朴
子
の
世
界
（
上
）
・
（
下
）
（
注

2
9
1
)

」
•
平
木
康
平
「
『
抱

朴
子
』
の
世
界
（
注
292)
」
・
藍
秀
隆
『
抱
朴
子
研
究
（
注
293)
』
・
胡
学
『
魏

晋
神
仙
道
教
抱
朴
子
内
篇
研
究
（
注
294)
』
．
拙
稿
「
抱
朴
子
（
注
295)
」

は
抱
朴
子
の
全
体
像
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
。
吉
川
忠
夫
に

は
「
師
受
考
ー
抱
朴
子
内
篇
に
よ
せ
て
ー
（
注
296)
」
と
い
う
師
承
関

係
に
つ
い
て
の
考
察
も
あ
る
。
下
見
隆
雄
「
慈
洪
の
逸
民
（
注
297)
」．

同
「
抱
朴
子
に
於
け
る
逸
民
と
仙
人
（
注2

9
8
)

」
•
同
「
抱
朴
子
外
篇
に

お
け
る
隠
者
賛
美
の
意
味
（
注
299)
」
は
『
抱
朴
子
』
に
み
え
る
逸
民

と
仙
人
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
。
神
楽
岡
昌
俊
「
抱
朴
子
に
お

け
る
隠
逸
思
想
（
注
300)
」
も
隠
逸
思
想
研
究
の
立
場
か
ら
の
考
察
。

林
田
慎
之
助
「
葛
洪
の
文
芸
思
想
（
注
301)
」
は
文
学
の
立
場
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
。
尾
崎
正
治
「
道
教
の
仙
道
修
行
（
注
302)
」
は
仙
人
に

成
る
た
め
の
修
行
に
つ
い
て
の
考
察
。
「
薯
洪
与
魏
晋
丹
鼎
道
派

（注
303)

」
は
煉
丹
に
つ
い
て
。
徐
儀
明
・
冷
天
吉
『
人
仙
之
間
《
抱
朴
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子
》
与
中
国
文
化
（
注
304)
』
は
神
仙
思
想
を
中
国
文
化
の
中
で
と
ら

え
る
。
福
井
文
雅
「
『
抱
朴
子
』
葛
洪
の
詭
弁
（
注
305)
」
は
抱
朴
子
の

論
証
方
法
が
詭
弁
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
説
く
。
訳
注
と
し
て
は
、

石
島
快
隆
『
抱
朴
子
（
注
306)
』
・
村
上
嘉
実
『
抱
朴
子
（
注
307)
』
は
原
文

を
訓
読
し
た
も
の
。
本
田
済
『
抱
朴
子
（
注
308)
』
は
現
代
語
訳
と
注
釈
。

王
明
『
抱
朴
子
内
篇
校
繹
（
注
309)
』
は
注
釈
が
詳
し
く
評
価
が
高
い
。

前
掲
、
尾
崎
正
治
・
平
木
康
平
・
大
形
徹
『
鑑
賞
中
国
の
古
典
⑨
抱

朴
子
・
列
仙
伝
（
注
310)
』
は
尾
崎
正
治
が
『
抱
朴
子
』
を
担
当
、
抄
訳
。

張
廣
保
編
著
『
抱
朴
子
内
篇
（
注
311)
』
・
李
中
華
注
繹
・
黄
志
民
校
閲

『
抱
朴
子
（
注
312)
』
は
中
国
語
の
現
代
語
訳
に
注
釈
。
施
博
爾
主
編

『
抱
朴
子
内
篇
通
検
（
注
313)
』
は
索
引
。

陶
弘
景
・
『
真
詰
』

陶
弘
景
は
六
朝
道
教
の
大
成
者
と
し
て
著
名
。
そ
の
著
に
『
真
詰
』

が
あ
る
。
石
井
昌
子
に
『
陶
弘
景
の
道
教
学
の
一
考
察
（
注
314)
』
・
『
道

教
学
の
研
究
陶
弘
景
を
中
心
に
（
注
315)
』
が
あ
る
。
砂
山
稔
『
陶
弘

景
の
思
想
に
つ
い
て
ー
そ
の
仙
道
理
論
を
中
心
に
ー
（
注
316)
』
は
神

仙
理
論
に
つ
い
て
。
釜
谷
武
志
「
『
撰
詰
』
の
詩
と
色
彩
語
ー
あ
か

い
色
を
中
心
に
（
注
317)
」
は
色
彩
を
中
心
に
し
た
考
察
。
訳
注
に
石

井
昌
子
『
稿
本
真
詰
（
注3

1
8
)

』
1
S
4
•

同
『
真
詰
（
注3

1
9
)

』
・
吉
川
忠

夫
委
谷
邦
夫
編
『
異
詰
研
究
繹
注
篇
（
注
320)
』
。
索
引
に
袈
谷
邦
夫

編
『
異
詰
索
引
（
注
320)
』。

神
仙
文
学

神
仙
を
慕
っ
た
遊
仙
詩
、
神
仙
に
関
す
る
小
説
が
あ
る
。
康
蔀
『
魏

晋
遊
仙
詩
研
究
（
注
322)
』
・
吉
岡
義
豊
「
遊
山
慕
仙
詩
と
そ
の
思
想
的

背
景
（
注3

2
3
)

」
•
李
豊
椒
「
六
朝
道
教
与
遊
仙
詩
的
発
展
（
注3

2
4
)

」
•
同

『
憂
与
遊
ー
六
朝
隋
唐
遊
仙
詩
論
集
（
注
325)
』
．
洪
順
隆
「
試
論
六
朝

的
遊
仙
詩
（
注
326)
」
・
釜
谷
武
志
「
遊
仙
詩
の
成
立
と
展
開
（
注
327)
」
は

遊
仙
詩
全
体
に
つ
い
て
。
小
西
昇
「
漢
代
楽
府
詩
と
神
仙
思
想

（
注
3
2
8
)

」
•
沢
口
剛
雄
「
漢
の
楽
府
に
お
け
る
神
仙
道
家
の
思
想

（
注
3
2
9
)

」
•
玉
田
継
雄
「
漢
代
に
お
け
る
楽
府
の
神
仙
歌
辞
と
鏡
銘

（注
330)
」
は
と
も
に
『
楽
府
』
に
み
え
る
神
仙
思
想
に
つ
い
て
の
考

察
。
李
豊
椒
「
六
朝
楽
府
与
仙
道
伝
説
（
注
331)
」
は
六
朝
の
『
楽
府
』

に
関
し
て
。
船
津
富
彦
「
郭
瑛
の
遊
仙
詩
の
特
質
に
つ
い
て
（
注
332)
」．

荷
信
利
「
郭
瑛
遊
仙
詩
的
研
究
（
注
333)
」
は
郭
瑛
に
つ
い
て
。
船
津

富
彦
「
稀
康
文
学
に
投
影
せ
る
神
仙
（
注
334)
」
・
馬
場
英
雄
「
稀
康
に

お
け
る
『
神
仙
』
思
想
と
『
大
道
』
の
理
想
に
つ
い
て
（
注
335)
」
は

稀
康
に
つ
い
て
。
船
津
富
彦
「
魏
武
帝
の
遊
仙
文
学
に
つ
い
て

（注
336)
」
は
魏
の
武
帝
に
つ
い
て
。
同
「
神
仙
説
話
に
つ
い
て
ー
短

篇
白
話
小
説
に
関
す
る
一
考
察
ー
（
注
337)
」
は
白
話
小
説
に
つ
い
て

の
論
文
だ
が
、
神
仙
思
想
の
歴
史
に
つ
い
て
も
概
観
し
て
い
る
。

李
豊
檄
『
六
朝
隋
唐
仙
道
類
小
説
研
究
（
注
338)
』
は
仙
道
小
説
に
つ

い
て
。
王
青
「
『
漢
武
帝
内
伝
』
研
究
（
注
339)
」
は
漢
武
帝
内
伝
に
関
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日
本
の
神
仙
思
想

日
本
の
神
仙
思
想
の
研
究
に
は
、
下
出
積
奥
『
神
仙
思
想
（
注
340)
』．

同
『
古
代
神
仙
思
想
の
研
究
（
注
341)
』
・
知
切
光
歳
『
仙
人
の
研
究

（注
342)
』
・
松
田
智
弘
『
古
代
日
本
の
道
教
受
容
と
仙
人
（
注
343)
』
が
あ

る
。
藤
井
清
「
大
伴
旅
人
の
神
仙
観
（
注
344)
」
は
大
伴
旅
人
に
つ
い

て
の
も
の
。
日
本
に
伝
わ
る
神
仙
思
想
は
体
系
的
な
も
の
と
は
言

い
難
い
。③

図
像
資
料
等

図
像
資
料
と
し
て
は
鏡
背
・
画
像
石
な
ど
が
あ
る
。
水
野
清
一
「
漢

代
の
仙
界
意
匠
に
就
い
て
（
注
345)
」
・
挑
鑑
「
漢
代
的
神
仙
画
（
注
346)
」．

成
寅
編
『
中
國
神
仙
蜜
像
集
（
注
347)
』
は
美
術
の
立
場
か
ら
の
論
考
。

駒
井
和
愛
『
中
国
古
鏡
の
研
究
（
注
348)
』
・
内
野
熊
一
郎
「
漢
碑
漢
鏡

に
現
は
れ
た
道
教
的
資
料
（
注
349)
」
・
張
金
儀
『
漢
鏡
所
反
映
的
神
話

偲
説
興
神
仙
思
想
（
注
350)
』
・
西
村
俊
典
「
写
さ
れ
た
神
仙
世
界

（
注
3
5
1
)

」
•
内
野
熊
一
郎
『
中
国
古
代
金
石
文
に
お
け
る
経
書
識
緯
神

仙
説
孜
（
注
352)
』
は
鏡
背
な
ら
び
に
そ
の
銘
文
に
つ
い
て
の
考
察
。

土
居
淑
子
『
古
代
中
国
の
画
象
石
（
注
353)
』
・
林
巳
奈
夫
『
漢
代
の
神

神
（
注
354)
』
・
同
『
石
に
刻
ま
れ
た
世
界
（
注
355)
』
・
渡
部
武
『
画
像
が

語
る
中
国
の
古
代
（
注
356)
』
・
宇
佐
美
文
理
「
思
想
と
図
像
ー
漢
代
の

し
て
。

死
生
観
と
画
像
石
（
注
357)
」
・
信
立
祥
『
中
国
漢
代
画
像
石
の
研
究

（注
358)
』
・
小
南
一
郎
『
画
像
資
料
を
中
心
と
し
た
神
仙
思
想
の
研
究

（注
359)
』
・
命
美
霞
『
東
漢
蜜
像
石
興
道
教
骰
展
（
注
360)
』
は
主
に
画
像

石
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

便
宜
上
、
上
記
の
よ
う
に
項
目
分
け
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大

き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ま
た
二
つ
以
上
の
項
目
に
ま
た
が
っ
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
神
仙
思
想
は
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
深
く
か
か
わ

っ
て
お
り
、
そ
の
研
究
の
た
め
に
は
、
す
べ
て
を
包
括
し
見
通
し

た
研
究
が
必
要
だ
ろ
う
。

秦
の
始
皇
帝
の
時
、
方
士
の
徐
市
（
福
）
が
、
蓬
莱
山
が
あ
り
、

仙
人
が
い
る
と
説
い
た
。
そ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
仙
人
説
は
急

速
に
広
ま
る
こ
と
と
な
る
。
蓬
莱
山
は
蜃
気
楼
現
象
に
も
と
づ
く

浮
島
で
あ
っ
て
、
に
わ
か
に
出
現
し
、
あ
て
ど
な
く
さ
ま
よ
う
。

お
そ
ら
く
斉
の
地
に
ふ
る
く
よ
り
伝
わ
っ
て
い
た
他
界
観
念
と
重

複
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
毘
裔
山
に
関
し
て
は
か
つ
て
は

外
国
起
源
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
萌
薦
な
ど
と
音
通
で
は
な

い
か
と
も
い
う
。
そ
う
な
る
と
魂
の
容
器
に
も
と
づ
く
他
界
と
も

み
な
せ
る
。

仙
人
・
仙
者
と
い
っ
た
語
は
『
史
記
』
に
初
め
て
み
え
、
ま
た
羨

小
結
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門
高
な
ど
ご
く
数
名
だ
が
、
具
体
的
な
仙
人
の
名
前
も
み
え
る
。

古
仙
人
と
称
す
べ
き
者
た
ち
だ
が
、
そ
の
一
人
一
人
に
対
す
る
詳

細
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
方
士
の
仙
道
と
い
う
こ
と
で

方
仙
道
と
も
よ
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
仙
人
と
戸
解
仙
の
関
係
も
説

か
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
方
士
と
仙
人
と
の
関
係
か
ら
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
戸
解
仙
は
い
っ
た
ん
死
ぬ
こ
と
に
よ
り
、
仙

人
と
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
の
葬
送
儀
礼
や
死
生
観
と
も
深

く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
仙
」
と
「
倦
」
の
本

来
の
意
味
、
そ
の
相
互
の
関
係
と
い
う
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
問

題
に
関
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

赤
松
子
や
王
子
喬
も
仙
人
と
さ
れ
る
が
、
『
史
記
』
な
ど
に
み
え

る
漢
初
の
伝
説
と
『
列
仙
伝
』
の
伝
説
に
は
内
容
に
大
き
な
乖
離

が
あ
り
、
同
名
の
別
の
仙
人
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
初

期
の
仙
人
の
伝
説
を
一
人
ず
つ
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
ま
だ
ま
だ

数
が
少
な
い
と
い
え
る
。

一
方
、
始
皇
帝
や
漢
の
武
帝
と
神
仙
思
想
の
関
係
の
考
察
も
、

両
者
が
と
も
に
と
く
に
有
名
な
天
子
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
多

い
と
は
い
え
な
い
。
始
皇
が
神
仙
を
探
索
し
不
死
を
求
め
た
こ
と

は
、
始
皇
自
身
の
心
理
の
問
題
と
多
分
に
関
わ
っ
て
く
る
が
、
壮

大
な
始
皇
の
陵
墓
の
造
営
は
む
し
ろ
死
後
の
魂
の
安
寧
を
求
め
た

も
の
で
、
そ
こ
に
は
大
き
な
矛
盾
が
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
死
生

観
と
も
あ
わ
せ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
導
引
・
行
気
・
房
中
術
・
辟
穀
な
ど
は
本
来
は
気
に
関
わ
る

長
生
術
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ご
く
初
期
の
こ
ろ
か
ら
仙
人
と
結

び
つ
け
ら
れ
仙
術
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
生
術
か

ら
生
ま
れ
た
仙
人
と
先
に
み
た
戸
解
仙
と
の
関
連
も
い
ま
だ
十
分

に
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
仙
人
説
が
あ
ら
わ
れ
た
初
期
の
段
階
に
お
け
る
問

題
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
仙
人
の
数
は
ふ
え
て
い
き
、

最
初
の
仙
人
の
伝
記
集
で
あ
る
『
列
仙
伝
』
が
作
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
こ
に
は
黄
帝
や
老
子
な
ど
著
名
な
人
物
も
仙
人
と
し
て

取
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
『
列
仙
伝
』
は
前
漢
の
劉
向
の
撰
だ
と
さ
れ

る
が
、
地
名
な
ど
よ
り
後
漢
の
作
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
本
当
の
作
者
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
に

あ
ら
わ
れ
る
七
十
余
名
の
仙
人
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
具
体
的

に
研
究
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

『
神
仙
伝
』
は
慈
洪
が
作
っ
た
書
だ
が
、
現
今
の
も
の
は
輯
本

だ
と
さ
れ
、
原
本
と
は
異
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
研
究

も
原
本
の
復
元
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
内
容
の
取
り
扱

い
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
『
神
仙
伝
』
以
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
仙

伝
の
研
究
は
事
実
上
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

慈
洪
の
『
抱
朴
子
』
に
関
し
て
は
か
な
り
の
研
究
の
蓄
積
が
あ

る
。
こ
の
書
は
内
篇
が
神
仙
思
想
、
外
篇
が
儒
教
の
書
と
さ
れ
、

(58) 
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初
期
に
は
そ
の
矛
盾
に
つ
い
て
指
摘
し
、
考
察
す
る
も
の
も
あ
っ

た
。
最
近
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
が
内
篇
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
書
物
の
な
か
に
は
神
仙
思
想
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
詰

め
こ
ま
れ
て
い
る
。
神
仙
思
想
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
は
無
視

す
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
書
物
で
あ
る
。
ま
た
神
仙
思
想
は
道
教

の
中
で
の
重
要
な
位
置
を
し
め
る
の
だ
が
、
道
教
の
中
で
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

一
方
、
漢
か
ら
六
朝
・
唐
に
か
け
て
多
く
の
知
識
人
が
遊
仙
詩
を

つ
く
っ
て
い
る
。
詩
の
内
容
と
実
際
に
神
仙
に
な
ろ
う
と
し
た
こ

と
と
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
ず
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
文
化
も
ま
た
神
仙
思
想
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
儒
教
や
道
教
の
場
合
と

同
様
に
体
系
と
し
て
の
神
仙
思
想
が
入
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。また

漢
代
の
鏡
や
画
像
石
な
ど
の
中
に
羽
人
・
芝
草
•
西
王
母
な

ど
神
仙
思
想
と
密
接
に
関
わ
る
図
像
が
み
え
る
。
鏡
に
は
銘
文
が

付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
画
像
石
に
は
文
字
の
説
明
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
画
像
は
そ
れ
自
体
で
発
展
変
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、

文
字
資
料
と
つ
き
あ
わ
せ
た
場
合
も
必
ず
し
も
明
快
な
結
論
が
得

ら
れ
な
い
の
が
難
点
で
あ
る
。

前
号
で
と
り
あ
げ
た
戸
解
仙
の
問
題
、
さ
ら
に
上
記
で
と
り
あ

げ
た
項
目
の
一
っ
―
つ
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
、
そ
れ
ら
が
相

九
九
〇

互
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
あ
っ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
上
で
、
は

じ
め
て
神
仙
思
想
の
全
体
像
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
そ
の
よ
う
な
書
物
は
現
れ
て
い
な
い
と
い

え
る
。

(
1
)

項
目
の
上
げ
方
お
よ
び
そ
の
分
類
は
便
宜
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

あ
く
ま
で
も
指
標
で
あ
る
。
な
お
内
容
が
二
つ
の
項
目
に
わ
た
る
場

合
は
ど
ち
ら
か
―
つ
に
取
り
上
げ
た
。
ま
た
紙
幅
の
都
合
上
、
ご
く

簡
単
な
コ
メ
ン
ト
し
か
付
し
て
い
な
い
。
項
目
内
で
は
内
容
の
近
い

も
の
を
さ
ら
に
ま
と
め
た
が
、
基
本
的
な
配
列
は
発
表
年
代
順
で
あ

る。

(
2
)

岩
波
講
座
東
洋
思
潮
、
東
洋
思
潮
の
展
開
、
支
那
思
想
、
岩
波
書

店
、
一
九
三
四
年
。

(
3
)

『
支
那
地
理
歴
史
大
系
』

8

（
支
那
地
理
歴
史
大
系
刊
行
会
編
、
白

揚
社
、
一
九
四
二
年
）
所
収
。

(
4
)

創
元
社
、
一
九
七
七
年
。

(
5
)
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

(
6
)

『
中
国
古
代
科
学
史
論
』
、
一
九
八
九
年
。

(
7
)

「
人
文
学
論
集
」
第
8
集
、
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
、

年。

注
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(
8
)
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

(
9
)

巴
蜀
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

(10)
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

(11)
『
日
本
醤
学
雑
誌
』
一
三
二

0
号
、
一
九
四
三
年
。

(12)
『
日
本
醤
学
雑
誌
』
一
三
二
三
号
、
一
九
四
四
年
。

(13)

「
東
方
宗
教
」
7
7
号
、
日
本
道
教
学
会
、
一
九
九
一
年
。

(14)
『
東
方
学
報
』
京
都
、
第
二

0
冊
、
一
九
五
一
年
。
の
ち
渡
邊
幸
三

『
本
草
書
の
研
究
』
（
武
田
科
学
振
興
財
団
、
一
九
八
七
年
）
に
再
録
。

(15)
山
田
慶
兒
編
『
中
国
の
科
学
と
科
学
者
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
、
一
九
七
八
年
）
。

(16)
『
中
華
医
史
雑
誌
』
第
二
二
巻
二
号
、
一
九
九
二
年
。

(17)
橋
本
高
勝
編
『
中
国
思
想
の
流
れ
（
上
）
』
、
晃
洋
書
房
、
一
九
九
六

年。

(18)
吉
川
忠
夫
編
『
六
朝
道
教
の
研
究
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

研
究
報
告
、
春
秋
社
、
一
九
九
八
年
）
所
収
。

(19)
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
五
年
。

(20)
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
九
巻
第
一
号
、
一
九
九
三
年
。

(21)
『
「
道
教
」
の
大
事
典
』
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
。

(22)
前
掲
『
講
座
道
教
』
第
三
巻
、
道
教
の
生
命
親
と
身
体
論
、
所
収
。

(23)

野
口
鐵
郎
編
集
代
表
『
講
座
道
教
』
第
三
巻
、
三
浦
國
雄
・
堀
池

信
夫
・
大
形
徹
編
、
道
教
の
生
命
観
と
身
体
論
、
雄
山
閣
出
版
、
二

O

0
0年。

(24)
朝
日
新
聞
社
、
九
九
七
年
。

(25)
『
東
方
宗
教
』
八
九
、
一
九
九
七
年
。

(26)
『
立
命
館
文
學
』
第
五
六
三
号
、
二

0
0
0年。

(27)
内
田
老
鶴
園
、
一
九
二
九
年
。

(28)
中
公
新
書
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
三
年
。

(29)
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
。

(30)
明
文
書
局
、
一
九
八
三
年
。

(31)
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

(32)
皇
学
館
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
。

(33) 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.
 V
o
l
.
 V
ー

2

(
1
9
7
4
)
 
;
V
o
l
.
 V
ー

3

(
1
9
7
6
)
 
;
 

V
o
l
.
 V
-
4
 
(
1
9
8
0
)

。

(34)
監
修
、
東
畑
精
一
・
薮
内
清
、
思
索
社
。

(35)
『
自
然
緋
證
法
通
訊
』

87ー

3
、
一
九
八
七
年
。

(36)
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
。

(37)
文
津
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

(38)
上
海
科
技
教
育
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

(39)
中
山
茂
・
牛
山
輝
代
訳
、
思
索
社
、
一
九
八
五
年
。

N
.
S
i
v
i
n
,
 

^̂ C
h
i
n
e
s
e
 
A
l
c
h
e
m
y
:
 P
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 
S
t
u
d
i
e
s
"
 

(
I
~
1ハ
ハ
ハ
仁
千
）

に
も
と
づ
く
。

(40)
『
自
然
科
学
史
研
究
』

87ー

2
、
一
九
八
七
年
。

(41)
『
自
然
科
学
史
研
究
』

87ー

6
1
2
、
一
九
八
七
年
。

(42)
朝
倉
書
店
、
一
九
九
五
年
。
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(43)
同
右
。

(44)
『
道
家
思
想
と
道
教
』
（
平
河
出
版
社
、

(45)
与
野
書
房
、
一
九
八
九
年
。

(46)
前
掲
『
「
道
教
」
の
大
事
典
『

(47)
『
歴
史
』
一
九
九
五
年
、
四
月
号
。

(48)
『
し
に
か
』
V
o
l
.
6
/
N
o
.
 
11 
(
大
修
館
書
店
、

「
煉
丹
術
と
は
何
か
ー
不
老
不
死
の
探
求
」
。

(49)
同
右
。

(50)
『
日
本
研
究
』
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、

(51)
中
華
書
局
（
香
港
）
、
一
九
九
七
年
。

(52)
前
掲
『
講
座
道
教
』
第
三
巻
、
道
教
の
生
命
観
と
身
体
論
、
所

収。

(53)

同
右
。

(54)
同
右
。

(55)
『
六
朝
学
術
学
会
報
』

1
、
一
九
九
九
年
。

(56)
文
津
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

(57)
湖
南
医
学
院
主
編
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八

0
年。

(58)
『
世
界
宗
教
研
究
』
、
一
九
八
四
年
、
第
十
期
。

(59)
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
九
年
。

(60)

同
右
。

(61)
飯
田
吉
郎
訓
読
、
石
原
明
解
説
、
至
文
堂
、
一
九
六
七
年
。

(62)
『
長
沙
馬
王
堆
医
書
研
究
専
刊
』
第
二
輯
、
湖
南
中
医
学
院
、

一
九

一
九
九
六
年
。

一
九
九
二
年
）
所
収
。

一
九
九
五
年
）
、
特
集

八
一
年
。

(63)
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
五
年
。

(64)
海
峰
出
版
社
、
一
九
九

0
年。

(65)
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

(66)
百
川
書
局
、
一
九
九
二
年
。

(67)
『
東
洋
史
苑
』
第
三
二
号
。

(68)

「
人
文
学
論
集
」
第
9
集
、
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
、

年。

(69)
『
新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
論
考
篇
』
、
一
九
八
五
年
。
の

ち
に
『
道
教
と
養
生
思
想
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
）
所
収
。

(70)
『
斯
文
』

106
、
一
九
九
九
年
。

(71)
『
東
方
宗
教
』
第
七
七
号
、
一
九
九
一
年
。

(72)
『
宗
教
学
研
究
』
、
一
九
九
六
年
l
1
。

(73)
『
中
華
医
師
雑
誌
』
一
九
九
八
年
I
1
。

(74)
広
西
民
族
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

(75)
平
河
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

(76)
『
理
想
』

604
、
一
九
八
三
年
。

(77)
『
東
方
宗
教
』
第
六
八
号
、
一
九
八
六
年
。

(78)
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
。

(79)
人
文
書
院
、
一
九
九
三
年
。

(80)
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
。

(81)
吉
川
忠
夫
編
『
六
朝
道
教
の
研
究
』
に
「
陶
弘
景
に
お
け
る
服
薬
・

一
九
九

(61) 
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煉
丹
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
。

(
8
2
)
湖
北
科
學
技
術
出
版
社
、
一
九
九

0
年。

(
8
3
)
巴
蜀
書
店
、
一
九
九
五
年
。

(
8
4
)
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
『
i

s
』
69
号
、
一
九
九
五
年
。

(
8
5
)
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
九
年
。

(
8
6
)
『
國
學
院
大
学
雑
誌
』
九
五
ー
一

0
。
一
九
九
四
年
。

(
8
7
)
創
元
社
、
一
九
九
四
年
。

(88)
商
務
印
書
館
国
際
有
限
公
司
、
一
九
九
七
年
。

(
8
9
)
吉
林
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

(
9
0
)
中
国
文
聯
出
版
公
司
、
一
九
九
四
年
。

(
9
1
)
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
東
方
学
報
京
都
第
七
二
冊
、
ニ

0
0
0年。

(
9
2
)
『
金
陵
学
報
』
4
1
2
、
一
九
三
四
年
。

(
9
3
)
吉
岡
義
豊
、

M
．
ス
ワ
ミ
エ
編
『
道
教
研
究
』

3
、
豊
島
書
房
、
一

九
六
五
年
。

(
9
4
)
創
文
社
、
一
九
七
二
年
。

(
9
5
)
日
原
利
国
編
『
中
国
思
想
辞
典
』
研
文
出
版
、
一
九
八
四
年
。

(
9
6
)
前
掲
『
講
座
道
教
』
第
一
巻
。

(
9
7
)『
吉
岡
博
士
還
歴
記
念
道
教
研
究
論
集
—
道
教
の
思
想
と
文
化
ー
』
、

吉
岡
義
豊
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
九
七

七
年
。

(
9
8
)
『
中
哲
文
学
会
報
』

8
、

一
九
八
三
年
。

(
9
9
)
加
地
伸
行
編
『
老
荘
思
想
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
、

一
九
九
七
年
）
所
収
。

（
国
）
前
掲
『
秦
漢
的
方
士
与
儒
生
』
所
収
。

(
1
0
1
)
『
雅
言
』

1
ー
11
、
一
九
三
九
年
。
の
ち
に
『
哲
学
月
刊
』

1
I
5
、

一
九
五
一
年
。

(
1
0
2
)
創
文
社
、
一
九
九
二
年
。

(
、
`
）
『
人
文
雑
誌
』

1
9
5
7
I
2
、
一
九
五
七
年
。

（
即
）
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』

9
。
の
ち
に
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』

（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
八
年
）
に
再
録
。

（
郎
）
『
山
口
大
学
文
学
会
志
1
3
1
1
』
、
一
九
六
二
年
。

(106)
『
懐
徳
』

41
、
一
九
七

0
年。

(107)
『
政
治
大
学
学
報
』

26
、
一
九
七
二
年
。

(
1
0
8
)
『
待
兼
山
論
叢
』
第
13
号
、
大
阪
大
学
文
学
会
、
一
九
八

0
年。

（
血
）
『
中
国
哲
学
史
研
究
集
刊
』
2
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。

(
1
1
0
)
『
東
方
宗
教
』

62
、
日
本
道
教
学
会
、
一
九
八
三
年
。

(
1
1
1
)
『
華
中
師
範
大
学
学
報
』
、
一
九
九
八
年
ー
2
。

(112)
『
東
方
学
報
廿
五
周
年
論
文
集
』
。
の
ち
『
老
子
の
新
研
究
』
（
創
文

社
、
一
九
五
八
年
）
に
再
録
。

(
1
1
3
)
『
東
方
学
』

10
、
一
九
五
五
年
。

丘
）
『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』
、
汲
古
書
院
、

九
九
年
。

(
1
1
5
)
『
仏
教
文
化
研
究
』

6
.
7
、

九
五
八
年
。

一
九

(62) 
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一
九
九
七
年
。

(m)
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

(
1
1
7
)
『
文
字
逍
遥
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）
所
収
。

(lls)
『
東
洋
学
術
研
究
』
一
七
l

五。

(nc.)
『
中
国
宗
教
思
想
2
』
（
岩
波
講
座
、
東
洋
思
想
第
一
四
巻
、
岩
波

書
店
、
一
九
九

0
年
）
所
収
。

(
1
2
0
)
『
人
文
学
論
集
』
第
1
2
集
、
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
、
一
九
九
四

年。

(
1
2
1
)
『
學
林
』
第
三
一
号
、
一
九
九
九
年
。

(
、
、
)
「
北
平
華
北
日
報
史
学
周
刊
」

5
。
一
九
三
四
年
十
月
四
日
。

(
1
2
3
)
『
現
代
学
報
』
1
1
8
、
一
九
四
七
年
。

（
訟
）
『
史
語
所
集
刊
』
1
7
、
一
九
四
八
年
。

(
1
2
5
)
『
典
籍
論
集
岩
井
博
士
古
稀
記
念
』
、
岩
井
博
士
古
希
記
念
事
業

会
、
一
九
六
三
年
。

（
辺
）
『
岩
波
哲
学
・
思
想
辞
典
』
、
一
九
九
八
年
。

(
,
,
)
『
戦
国
史
』

1
9
9
7
増
訂
版
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
七
年
。

(
1
2
8
)
『
宗
教
学
研
究
』
八
七
I
3
、
一
九
八
七
年
。

(lzc.)

『
上
海
道
教
』
一
九
九
八
年
ー
2
。

（
邸
）
『
中
国
文
化
研
究
彙
刊
』

3
、
一
九
四
三
年
。

(131)
『
東
洋
史
学
論
集
』

1
、
一
九
五
三
年
。

(
1
3
2
)
『
中
国
の
科
学
と
科
学
者
』
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報

告
、
一
九
七
八
年
。

(
1
3
3
)
『
中
国
研
究
集
刊
』
往
号
、

一
九
九
一
年
。

(
1
3
4
)
研
文
出
版
、

(
1
3
5
)
同
右
。

（
瑚
）
修
訂
本
、
東
方
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

(
1
3
7
)
『
東
方
宗
教
』
八

0
、
一
九
九
三
年
。

(
1
3
8
)
中
華
書
局
（
香
港
）
、
一
九
九
七
年
。

(
1
3
9
)
同
右
。

（
凶
）
徐
福
に
関
す
る
研
究
史
は
、
柴
田
清
継
「
徐
福
渡
来
説
雑
考
ー
主

と
し
て
日
明
の
資
料
に
拠
り
ー
」
（
阪
神
中
哲
談
話
会
第
三
三
二
回
、

一
九
九
八
年
）
発
表
資
料
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

(
1
4
1
)
『
国
学
院
雑
誌
』
第
ニ
―
巻
三
号
、
第
五
号
、
一
九
一
五
年
。

(
、
、
)
『
東
洋
文
化
』
第
二
五
号
、
一
九
二
六
年
。

(
1
4
3
)
『
熊
野
（
増
補
新
版
）
』
（
原
書
房
、
一
九
八
二
年
）
所
収
、
一
九
五

四
年
執
筆
。

(
1
4
4
)
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』

84
、
一
九
五
八
年
。

（
凶
）
『
日
本
的
中
国
移
民
』
（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
八
七

年
）
所
収
。

(141)
中
国
航
海
学
会
、
徐
州
師
範
学
院
主
編
、
中
国
破
業
大
学
出
版
社
、

一
九
八
八
年
。

(
1
4
7
)
小
学
館
、
一
九
九

0
年。

(
1
4
8
)
『
武
庫
川
国
文
』
第
4
8
.
4
9
号
、
一
九
九
六
・
九
七
年
。

（
凶
）
『
藤
原
尚
教
授
広
島
大
学
定
年
祝
賀
記
念
中
国
学
論
集
』
（
藤
原
尚

教
授
広
島
大
学
定
年
祝
賀
記
念
事
業
会
、
渓
水
社
、
一
九
九
七
年
）

(63) 
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一
九
九
五
年
。

所
収
。

（
国
）
『
古
田
敬
一
教
授
頌
寿
記
念
中
国
学
論
集
』
（
汲
古
書
院
、

七
年
）
所
収
。

(
1
5
1
)
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
四
集
、
一
九
九
七
年
。

(
、
、
)
『
東
方
宗
教
』
第
四
三
号
、
一
九
七
四
年
。

(
、
`
)
『
岩
波
哲
学
・
思
想
辞
典
』
、
一
九
九
八
年
。

(
1
5
4
)
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
。

(
1
5
1
`
)
広
島
文
理
科
大
学
史
学
科
教
室
編
『
史
学
研
究
記
念
論
叢
』
、
柳
原

書
店
、
一
九
五

0
年。

(
1
5
6
)
創
文
社
、
一
九
八
四
年
。

(
,
)
『
台
湾
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
集
刊
』
第
一
九
期
、

年。

(
1
5
1
)
『
台
湾
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
集
刊
』
第
二
二
期
、

年。

（
諏
）
『
東
方
宗
教
』
第
四
五
号
、
一
九
七
五
年
。

（
国
）
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
。

(
1
6
1
)
『
中
国
社
会
科
学
』
一
九
六
六
'
5
。

(
1
6
2
)
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
七
八
年
。

(
1
6
3
)
中
公
新
書
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
。

（
⑯
）
『
中
国
詩
学
会
謡
論
文
集
』
（
彰
化
、
彰
師
大
国
文
系
、

年
）
所
収
。

(165)
『
立
命
館
文
學
』
第
五
四
一
号
、

一
九
九
四

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
九

（
国
）
『
學
林
』
第
二
六
号
、
九
九
七
年
。

(
1
6
7
)
『
史
学
』

1
、
中
央
大
学
、
一
九
三

0
年。

(168)
『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』

14
、
一
九
八
四
年
。

（
国
）
『
中
国
古
代
史
研
究
』
六
、
一
九
八
九
年
。

(m)
前
掲
『
し
に
か
』
<
o
l
.
l
l
¥N
o
.
2
、
二

0
0
0年。

(
1
7
1
)
前
掲
『
し
に
か
』
<
o
l
,
9
¥N
o
.
 1
2
、
一
九
九
八
年
。

(
1
7
2
)
前
掲
『
し
に
か
』
<
o
l
.
l
l
¥N
o
.
2
、
二

0
0
0年。

(
、
`
）
前
掲
『
道
家
思
想
と
道
教
』
所
収
。

（
か
）
『
東
方
宗
教
』
第
九
四
号
、
一
九
九
九
年
。

(m)
『
中
国
宗
教
思
想
1
』
（
岩
波
講
座
、
東
洋
思
想
第

書
店
、
一
九
九

0
年
）
所
収
。

(176)
『
支
那
学
』
―
一
巻
二
号
。

(177)
『
東
方
宗
教
』
第
六
号
、
一
九
五
三
年
。

(m)
『
東
方
宗
教
』
第
七
号
、
一
九
五
四
年
。

(m)
陳
鵬
翔
編
『
主
題
学
研
究
論
文
集
』
、
一
九
八
三
年
。

函
）
『
東
方
宗
教
研
究
』
一
期
、
文
殊
文
化
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

(
1
8
1
)
『
米
沢
国
語
国
文
』
ニ
ニ
、
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
、

九
四
年
。

(182)
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
。

(183)
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
。

(184)
南
華
管
理
學
院
、
一
九
九
七
年
。

(185)
『
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
二
十
七
・
八
号
、

一
九
六
九
・
七

一
九

三
巻
、
岩
波

(64) 
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0
年。

(186)
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
七

0
年
。
原
名
は
『
神
仙
』
。

(
1
8
7
)
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

(
1
8
8
)
『
中
国
道
教
』
、
一
九
九
八
年
I
3
。

(189)
文
津
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

(
1
9
0
)
映
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

(
1
9
1
)
中
国
華
僑
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

(
1
9
2
)
『
東
方
』
中
国
戯
曲
研
究
専
号
、
一
九
六
八
年
。

(193)
荘
厳
出
版
社
、
一
九
七
七
年
。

(
1
9
4
)
常
春
樹
書
房
、
一
九
七
三
年
。

(
1
9
5
)
本
社
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

0
年。

(196)
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
九

0
年。

(
1
9
7
)
捷
幼
出
版
社
編
輯
部
主
編
、
捷
幼
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

(
1
9
8
)
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

(
1
9
9
)
『
龍
谷
紀
要
』

6
_
1
.
2
、
一
九
八
四
年
。

(200)
『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
4
0
巻
、
一
九
九
二
年
。

(
2
0
1
)
『
東
方
宗
教
』
第
六
五
号
、
一
九
八
五
年
。

(
2
0
2
)
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
。

(
2
0
3
)
『
東
方
宗
教
』
第
五
四
号
、
一
九
七
九
年
。

(
2
0
4
)
前
掲
『
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
道
教
研
究
論
集
I
道
教
の
思
想
と
文

化
ー
』
所
収
。

(205)
中
村
琉
八
編
『
中
国
人
と
道
教
』
所
収
、
汲
古
書
院
、

一
九
九
八

年。

袖
）
『
東
方
宗
教
』
第
三
四
・
三
五
合
併
号
、
一
九
六
九
年
。

(
2
0
7
)
『
漢
学
論
文
集
』
二
集
（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
所
収
。

(
2
0
8
)
『
中
国
学
研
究
』
二
、
大
正
大
学
、
一
九
七
八
年
。

(209)
濶
江
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

゜
l
)
前
掲
『
し
に
か
』

V
o
l
.
9
/
N
o
.
 1
2

、
一
九
九
八
年
。

2
 

（
 (211)

『
岩
波
哲
学
・
思
想
事
典
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
。

(
、
、
)
『
東
方
学
報
（
京
都
）
』
六
一
、
一
九
八
九
年
。

(213)
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
―
一
、
一
九
九

0
年。

（
江
）
『
四
川
大
学
学
報
叢
刊
』
第
二
五
輯
、
一
九
八
七
年
。

（
）
吉
川
忠
夫
編
『
中
國
古
道
教
史
研
究
』
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
一

5
 

ー2
 年
）
所
収
。

（
加
）
中
華
大
道
文
化
、
二

0
0
0年。

(
,
)
坂
出
祥
伸
監
訳
、
大
形
徹
・
戸
崎
哲
彦
・
山
本
敏
雄
訳
、
東
方
書
店
、

一
九
九
三
年
。

(
2
1
8
)
創
文
社
、
一
九
九

0
年。

(
2
1
9
)
創
文
社
、
一
九
九
八
年
。

函
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告
、
春
秋
社
、

(221)
前
掲
注
2
1
5
参
照
。

(222)
創
文
社
、
一
九
九
九
年
。

(
2
2
3
)
創
文
社
、
一
九
九
八
年
。

（
認
）
侯
錦
郎
訳
『
中
国
学
誌
』
五
、

九
六
九
年
。

九
九
八
年
。

(65) 
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(221,）
 

C
o
l
l
e
g
e
 
d
e
 F
r
a
n
c
e
,
 
I
n
s
t
i
t
u
t
 
d
e
s
 
h
a
u
t
e
s
 
e
t
u
d
e
s
 

c
h
i
o
i
s
e
s
,
 

一
九
八
七
年
。

(226)
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
、
一
九
五
七
年
。

(227)
『
大
東
文
化
大
学
紀
要
』
十
三
、
一
九
七
五
年
。

(
2
2
1
)
「
人
文
学
論
集
」
第
6
集
、
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
、
一
九
八
八

年。

函
）
山
田
利
明
・
田
中
文
雄
編
『
道
教
の
歴
史
と
文
化
』
（
雄
山
閣
出
版
、

一
九
九
八
年
）
所
収
。

(230)
全
釈
漢
文
大
系
、
集
英
社
、
一
九
七
五
年
。

(231)

平
凡
社
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
、
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
。
も
と
中
国
古

典
文
学
大
系
第
8
巻
（
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
）
所
収
。

(232)
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
中
國
文
哲
専
刊
7
、
中
央
研
究
院

中
國
文
哲
研
究
所
籠
備
廃
、
一
九
九
五
年
。

(233)

百
花
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

(234)
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
。

(235)
朋
友
書
店
、
一
九
八
九
年
。

(236)
『
東
方
宗
教
』
創
刊
号
、
一
九
五
一
年
。

(237)
『
宗
教
研
究
』
一
三
七
、
一
九
五
三
年
。

(238)
『
岩
波
哲
学
・
思
想
辞
典
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
。

(239)
『
入
矢
教
授
・
小
川
教
授
退
休
記
念
中
国
文
学
語
学
論
集
』
（
筑
摩

書
房
、
一
九
七
四
年
）
所
収
。

(240)
『
國
學
院
雑
誌
』
第
九
十
七
巻
十
一
号
、

一
九
九
六
年
。

(241)
『
中
国
思
想
史
研
究
』
一
九
、
一
九
九
六
年
。

(242)
『
漢
文
学
会
会
報
』
三

0
、
國
學
院
大
学
大
學
、

(243)
『
東
方
宗
教
』
八
七
号
、
一
九
九
六
年
。

（
砂
）
『
富
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
論
叢
』
、
富
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
短
期
大
学
、

一
九
九
八
年
。

(
2
4
5
)

前
掲
『
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
道
教
研
究
論
集
—
道
教
の
思
想
と
文

化
ー
』
所
収
。

(246)
『
広
島
大
文
学
部
紀
要
』
三
八
ー
一
。

(247)
中
国
古
典
新
書
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

(248)
以
下
の
『
抱
朴
子
』
に
関
す
る
文
献
目
録
は
尾
崎
正
治
・
平
木
康
平
・

大
形
徹
『
鑑
賞
中
国
の
古
典
⑨
抱
朴
子
・
列
仙
伝
』
（
角
川
書
店
、
一

九
八
八
年
）
の
参
考
文
献
〇
抱
朴
子
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
尾
崎

正
治
氏
の
労
作
で
あ
る
。

(249)
『
支
那
學
』
第
一
巻
第
九
号
、
一
九
ニ
―
年
。
の
ち
に
小
島
祐
馬
『
中

国
の
社
会
思
想
』
に
「
抱
朴
子
と
道
家
の
社
会
思
想
」
と
し
て
再
録
。

(250)
世
界
文
庫
刊
行
会
、
世
界
聖
典
全
集
後
輯
三
、
『
道
教
聖
典
』
所
収
、

一
九
二
三
年
。

(251)
時
報
文
化
、
一
九
八
六
年
。

(252)
『
静
宜
文
理
学
院
学
報
』
第
三
期
、
一
九
八

0
年。

(253)
『
支
那
』
第
二
五
巻
第
九
号
、
一
九
三
四
年
。

(254)
『
支
那
学
研
究
論
叢
』
第
一
号
、
一
九
三
九
年
。

(255)
『
駒
沢
大
学
学
報
』
第
一
輯
、
一
九
四
一
年
。

一
九
八
四
年
。

(66) 
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(251)
『
文
化
』
第
二
十
巻
第
六
号
、
一
九
五
六
年
。

(257)
『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
6
巻
、

(258)
『
中
国
文
学
』
第
一

0
0
号
、
一
九
四
七
年
。

(259)
『
東
方
学
論
集
』
第
二
号
、
一
九
五
四
年
。

(260)
『
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
』
第
十
号
、
一
九
五
八
年
。
の
ち

函
洪
伝
」
に
改
題
修
訂
の
上
、
前
掲
『
道
教
史
の
研
究
』
に
再
録
。

(261)
波
多
野
太
郎
訳
、
『
東
方
宗
教
』
第
五
十
九
号
、
一
九
八
二
年
。

(262)
『
東
洋
の
文
化
と
社
会
』
第
一
輯
、
教
育
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
五
〇

年。

(
,
.
)
『
福
井
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
思
想
論
集
』
所
収
、
福
井
博
士
頌
寿
記

念
論
文
集
刊
行
会
、
一
九
六

0
年
。
の
ち
「
抱
朴
子
外
篇
ー
そ
の
内

篇
と
の
関
係
ー
」
に
改
題
修
訂
の
上
、
前
掲
『
六
朝
思
想
史
』
に
再

録。

(264)
『
滋
賀
県
立
短
期
大
学
雑
誌
』

B
第
三
号
、
一
九
五
三
年
。

函
）
『
文
化
史
学
』
第
十
一
号
、
一
九
五
六
年
。
の
ち
「
慈
洪
の
政
治
思

想
と
世
界
親
」
に
改
題
修
訂
の
上
、
前
掲
『
六
朝
思
想
史
』
に
再
録
。

函
）
サ
ー
ラ
叢
書
2
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
六
年
。

(267)
『
東
方
宗
教
』
第
七
号
、
一
九
五
五
年
。
の
ち
「
鬼
神
と
超
克
す
る

仙
道
」
と
改
題
修
訂
の
上
、
『
六
朝
思
想
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一

九
七
四
年
）
に
再
録
。

(261)
前
掲
『
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
道
教
研
究
論
集
ー
道
教
の
思
想
と
文

化
ー
』
所
収
。

一
九
五
八
年
。

函
）
『
東
方
学
報
』
京
都
第
五
十
三
冊
、

(270)
平
栗
寺
書
店
、
一
九
七
四
年
。

(271)
第
一
章
、
第
一
節
。

(272)
第
一
章
、
第
三
節
。

(273)
『
芸
林
』
第
四
巻
第
六
号
、
一
九
五
三
年
。

(274)
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
五
四
年
。

(275)
『
東
洋
思
想
研
究
』
第
五
号
、
一
九
五
四
年
。
翌
年
、
「
六
朝
の
道

流
と
教
系
の
一
試
論
」
と
改
題
修
訂
の
上
、
『
東
洋
思
想
の
研
究
』
（
理

想
社
）
に
収
録
。
そ
の
後
、
法
蔵
館
『
福
井
廣
順
著
作
集
』
第
二
巻

に
再
録
。

（
加
）
『
岡
山
大
学
法
学
部
学
術
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
五
六
年
。
の
ち
「
論

衡
・
潜
夫
論
と
抱
朴
子
」
に
改
題
修
訂
の
上
、
『
道
教
史
の
研
究
』
（
岡

山
大
学
共
催
会
書
籍
部
、
一
九
六
四
年
）
に
再
録
。

7
 
7
)
『
岡
山
史
学
』
第
十
号
、
一
九
六
一
年
。
の
ち
修
訂
の
上
、
前
掲
『
道

2
 

（
 

教
史
の
研
究
』
に
再
録
。

(278)
『
中
哲
文
学
会
報
』
第
五
号
、
一
九
八

0
年。

(279)
『
天
府
新
論
』
、
一
九
九
八
年
I
2
。

(280)
『
中
華
文
化
論
壇
』
、
一
九
九
八
年
I
3
。

(281)
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
第
九
集
、
一
九
七
三
年
。

(282)
『
宗
教
文
化
』
第
十
一
号
、
一
九
五
六
年
。

(283)
前
掲
『
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
道
教
研
究
論
集
ー
道
教
の
思
想
と
文

化
ー
』
所
収
。

一
九
八
一
年
。

(67) 
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函
）
前
掲
『
東
方
宗
教
』
第
五
十
六
号
、
一
九
七

0
年。

函
）
『
歴
史
に
お
け
る
民
衆
と
文
化
ー
酒
井
忠
夫
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論

集
—
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
。

(
2
8
6
)
『
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
十
七
号
、
一
九
五
九
年
。

(
2
8
7
)
『
集
刊
東
洋
学
』
第
三
号
、
一
九
六

0
年。

(
2
8
1
)
『
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
一
九
六
八
年
。

函
）
『
龍
谷
大
学
論
集
』
、
一
九
六
一
年
。

函
）
『
哲
学
』
第
十
六
集
、
一
九
六
四
年
。

(
2
9
1
)
『
史
林
』
第
四
七
巻
第
五
号
・
第
六
号
、
一
九
六
四
年
。

(
2
9
2
)
『
講
座
道
教
』
第
一
巻
道
教
の
神
々
と
経
典
、
雄
山
閣
出
版
、
一

九
九
九
年
。

(
、
`
)
文
津
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

(
2
9
4
)
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

函
）
『
岩
波
哲
学
・
思
想
辞
典
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
。

(
2
9
6
)
『
東
方
学
報
』
京
都
第
五
十
二
冊
、
一
九
八

0
年
。
の
ち
『
六
朝
精

神
史
研
究
』
（
同
朋
社
、
一
九
八
四
年
）
に
再
録
。

(
2
9
7
)
『
哲
学
』
第
十
八
集
、
一
九
六
六
年
。

(291)
『
東
方
宗
教
』
第
二
十
九
号
、
一
九
六
七
年
。

函
）
『
哲
学
』
第
二
十
二
集
、
一
九
七

0
年。

（
咆
『
東
方
宗
教
』
第
五
十
五
号
、
一
九
六
九
年
。

(
3
0
1
)
『
文
学
研
究
』
第
七
十
四
輯
、
一
九
七
七
年
。

(
、
、
)
『
大
法
輪
』
第
五
十
二
巻
第
十
二
号
、
一
九
八
五
年
。

(
、
`
)
任
継
愈
主
編
『
中
国
道
教
史
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九

0
年）

第
三
章
。

（
⑩
）
元
典
文
化
叢
書
、
河
南
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

(
3
0
5
)
『
東
方
学
』

97
、
一
九
九
九
年
。

(
3
0
6
)
岩
波
文
庫
、
一
九
四
二
年
。

(
3
0
7
)
中
国
古
典
新
書
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
六
七
年
。

(
3
0
1
)
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
、
第
8
巻
、
一
九
六
九
年
。
そ
の

後
、
一
九
九

0
年
に
東
洋
文
庫
512.525.526
に。

（
暉
）
新
編
諸
子
集
成
、
第
1
輯
、
増
訂
本
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
。

（
包
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
。

(
3
1
1
)
北
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

(312)
古
籍
今
注
新
諜
叢
書
、
三
民
書
局
、
一
九
九
六
年
。

(
、
`
）
巴
黎
大
學
漢
學
研
究
所
漢
學
通
検
提
要
文
献
叢
刊
2
、
C
e
n
t
r
e
d
e
 

la R
e
c
h
e
r
c
h
e
 
s
c
i
e
n
t
i
f
i
q
u
e
,
 

I
~
iハ
H
i仁
千
°

（
包
前
掲
『
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
道
教
研
究
論
集
—
道
教
の
思
想
と
文

化
ー
』
所
収
。

(
3
1
5
)
国
書
刊
行
会
、
一
九
八

0
年。

面
）
前
掲
『
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
道
教
研
究
論
集
ー
道
教
の
思
想
と
文

化
ー
』
所
収
。

(
3
1
7
)
前
掲
『
六
朝
道
教
の
研
究
』
所
収
。

(
3
1
8
)
道
教
刊
行
会
、
一
九
六
八
年
。

(319)
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

(68) 
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函
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二

0
0
0年。

(321)
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
一
年
。

(
3
2
2
)
台
北
、
輔
大
中
文
所
、
一
九
七

0
年。

(323)
『
智
山
学
報
』
第
二
二
輯
。
一
九
七
三
年
。

(324)
『
中
華
学
苑
』
二
八
、
一
九
八
三
年
。

(
3
2
5
)
学
生
書
局
、
一
九
九
六
年
。

(
3
2
6
)
『
六
朝
詩
論
』
（
文
津
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
所
収
。

(
3
2
7
)
前
掲
『
中
國
古
道
教
史
研
究
』
所
収
。

(
3
2
1
)
『
中
国
学
論
集
目
加
田
誠
博
士
還
暦
記
念
』
、
目
加
田
誠
博
士
還
暦

記
念
論
文
集
刊
行
会
、
大
安
、
一
九
六
四
年
。

(
3
2
9
)
『
東
方
宗
教
』
2
7
、
一
九
六
六
年
。

(
3
3
0
)
『
立
命
館
文
学
』
四
三

O
S
四
三
二
、
一
九
八
九
年
。

(
3
3
1
)
学
生
書
局
、
一
九
七
九
年
。

(
3
3
2
)
『
東
京
支
那
学
報
』
一

0
号
、
東
京
支
那
学
会
、
一
九
六
四
年
。

(
3
3
3
)
『
政
大
学
報
』
第
三
二
期
、
一
九
七
五
年
。

(
3
3
4
)
『
東
方
宗
教
』
三
十
一
号
、
一
九
六
八
年
。

(
3
3
5
)
『
國
學
院
雑
誌
』
九
〇
ー
一

0
。

(
3
3
1
)
前
掲
『
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
道
教
研
究
論
集
ー
道
教
の
思
想
と
文

化
ー
』
所
収
。

(
3
3
7
)
同
右
。

(
3
3
8
)
学
生
書
局
、

(339)
『
文
献
』
、

一
九
八
六
年
。

一
九
九
八
年
I
1
。

（
邸
）
日
本
歴
史
叢
書
日
本
歴
史
学
会
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
。

(
3
4
1
)
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
。

(
3
4
2
)
大
陸
書
房
、
一
九
七
六
年
。

(
、
.
）
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
。

（
砂
）
『
東
方
宗
教
』
第
十
八
号
、
一
九
六
一
年
。

(
3
4
5
)
『
考
古
学
雑
誌
』
2
7
1
8
、
一
九
三
七
年
。

(
3
4
6
)
『
芸
文
雑
誌
』

2
I
9
。

(
3
4
7
)
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

(348)
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
。

（
邸
）
前
掲
『
福
井
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
思
想
論
集
』
所
収
。

函
）
故
宮
叢
刊
、
國
立
故
宮
博
物
院
故
宮
叢
刊
編
輯
委
員
會
、
国
立
故

宮
博
物
院
、
一
九
八
一
年
。

(351)
前
掲
『
し
に
か
』

V
o
l
.
9
 ¥
 N
o
.
2
、
一
九
九
八
年
。

(
3
5
2
)
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
。

(
3
5
3
)
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
六
年
。

(
3
5
4
)
臨
川
書
店
、
一
九
八
九
年
。

(355)
東
方
書
店
、
一
九
九
二
年
。

(
3
5
6
)
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
。

(
3
5
7
)
「
信
州
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
二
八
号
、
一
九
九
四
年
。

(358)
同
成
社
、
一
九
九
六
年
。

函
）
平
成
7
年
度

S
平
成
8
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
c
)

成
果
報
告
書
（
課
題
番
号
0
7
6
1
0
0
1
4
)

、
一
九
九
七
年
。

(69) 
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3
6
0
)
南
天
書
局
、
二

0
0
0年。

(70) 


